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■広報広聴常任委員会
委 員 長　川　名　静　子　　委員　佐　藤　榮　三

副委員長　渡　邉　英　直　　委員　原　　　賢　志

　「献上桃」25年連続指定という偉業を成
し遂げた。「献上桃の郷」を守り続けてこ
られた関係各位のご努力に敬意を表すると
共に、更に本町の魅力が発信されることを
願うものです。
　「明日の桑折に架ける橋」も平成32年度
完成へ向け、着実に工事が進んでいる。こ
の環境の変化を最大限に活用し、更なる魅
力ある桑折町としていかなければと感じて
いる。

原　賢志

　議
会
広
報
委
員
会
で
は
発
行
後
、各
地
区
数
名
の
方
々
に
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
に
ご
協
力
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。皆
様
か
ら
の
率
直
な
生
の
声
と
し

て
、「
町
民
の
声
」の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。〝
わ
か
り
や
す
い
、伝

わ
る
紙
面
づ
く
り
〞編
集
の
参
考
に
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

町 民 の 声

～醸芳幼「たなばた集会」
関連記事がP.13に～
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～未来に架ける橋～

◎「
議
会
だ
よ
り
」ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

○ 

毎
回
読
む
　
　
　
　
　
　
　
３
名

○ 

時
々
読
む
　
　
　
　
　
　
　
４
名

「
議
会
だ
よ
り
を
読
ん
で
気
づ
い
た
点・

要
望
な
ど
」

・
各
議
員
が
町
や
町
民
に
ど
れ
だ
け
関

心
を
持
って
い
る
か
知
り
た
い
。 

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　（
70
代
女
性
）

・
商
店
等
に
入
れ
る
力
が
か
た
よ
って
い

る
、も
っ
と
平
等
に
力
を
入
れ
て
欲
し

い
。　
　
　
　
　
　
　 （
70
代
女
性
）

・
身
の
丈
の
予
算
の
出
し
方
は
必
要
だ
、

将
来
に
不
安
を
残
し
て
も
ら
い
た
く

な
い
。　
　
　
　
　
　 

（
60
代
男
性
）

・
伊
達
崎
幼
稚
園
跡
地
の
活
用
は
ま
だ

始
ま
っ
た
ば
か
り
で
忙
し
い
の
は
当
た

り
前
で
、町
民
の
為
の
も
の
に
な
る
こ

と
を
第
一に
考
え
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
60
代
男
性
）

・
会
計
予
算
の
グ
ラ
フ
だ
け
で
は
、な
か

な
か
分
か
ら
な
い
。予
算
表
だ
け
見

て
の
理
解
は
む
ず
か
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
60
代
男
性
）

・
議
会
終
了
後
早
い
発
行
で
タ
イ
ム

リ
ー
　
　
　
　
　
　   （
70
代
女
性
）

・
小
さ
な
子
供
が
い
る
家
庭
が
特
に
楽

し
い
町
だ
と
思
う
。　  （
30
代
女
性
）

◎
議
会
傍
聴
か
ら

・
身
近
な
問
題
も
あ
り
、あ
る
程
度
理

解
で
き
た
が
、前
の
状
況
が
分
か
ら

ず
理
解
で
き
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　  

（
70
代
女
性
）

・
イ
ノ
シ
シ
対
策
に
大
金
が
か
か
る
の
に

お
ど
ろ
い
た
。空
店
舗
対
策
に
興
味

が
あ
り
ま
す
。　
　
　 （
60
代
女
性
）

・
文
章
を
読
ん
で
い
る
だ
け
で
こ
れ
が
自

身
の
考
え
な
の
か
。　  （
70
代
女
性
）

・
具
体
的
な
回
答
が
な
く
分
か
り
に
く

い
。　
　
　
　
　
　
　 

（
70
代
女
性
）

・
も
う
少
し
踏
み
こ
ん
だ
話
し
が
聞
き

た
か
っ
た
。　
　
　
　  

（
70
代
女
性
）

・
駅
前
駐
車
場
の
問
題
を
取
り
上
げ
て

ほ
し
か
っ
た
。  

　
　
　 （
70
代
女
性
）

・
町
民
の
た
め
住
み
良
い
町
に
尽
力
し

て
い
る
姿
を
感
じ
た
。町
民
の
代
表
と

し
て
努
力
し
て
下
さ
っ
て
い
る
と
思

う
。　
　
　
　
　
　
　（
70
代
女
性
）

◎「
議
会
だ
よ
り
」ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

○ 

毎
回
読
む
　
　
　
　
　
　
　
５
名

○ 

時
々
読
む
　
　
　
　
　
　
　
６
名

「
議
会
だ
よ
り
を
読
ん
で
気
づ
い
た
点・

要
望
な
ど
」

・
各
議
員
が
町
や
町
民
に
ど
れ
だ
け
関

心
を
持
って
い
る
か
知
り
た
い
。 

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　（
70
代
女
性
）

・
商
店
等
に
入
れ
る
力
が
か
た
よ
って
い

る
、も
っ
と
平
等
に
力
を
入
れ
て
欲
し

い
。　
　
　
　
　
　
　 （
70
代
女
性
）

・
身
の
丈
の
予
算
の
出
し
方
は
必
要
だ
、

将
来
に
不
安
を
残
し
て
も
ら
い
た
く

な
い
。　
　
　
　
　
　 

（
60
代
男
性
）

・
伊
達
崎
幼
稚
園
跡
地
の
活
用
は
ま
だ

始
ま
っ
た
ば
か
り
で
忙
し
い
の
は
当
た

り
前
で
、町
民
の
為
の
も
の
に
な
る
こ

と
を
第
一に
考
え
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
60
代
男
性
）

・
会
計
予
算
の
グ
ラ
フ
だ
け
で
は
、な
か

な
か
分
か
ら
な
い
。予
算
表
だ
け
見

て
の
理
解
は
む
ず
か
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
60
代
男
性
）

・
議
会
終
了
後
早
い
発
行
で
タ
イ
ム

リ
ー
　
　
　
　
　
　   （
70
代
女
性
）

・
小
さ
な
子
供
が
い
る
家
庭
が
特
に
楽

し
い
町
だ
と
思
う
。　  （
30
代
女
性
）

・
福
祉
行
政
の
中
で
も
障
が
い
者
や
ひ

き
こ
も
り
、若
者
の
就
労
に
関
す
る

問
題
への
質
問
等
が
少
な
い
。 

　 

　
　
　
　
　
　
　
　  （
60
代
男
性
）

◎
議
会
傍
聴
か
ら

・
身
近
な
問
題
も
あ
り
、あ
る
程
度
理

解
で
き
た
が
、前
の
状
況
が
分
か
ら

ず
理
解
で
き
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　  

（
70
代
女
性
）

・
イ
ノ
シ
シ
対
策
に
大
金
が
か
か
る
の
に

お
ど
ろ
い
た
。空
店
舗
対
策
に
興
味

が
あ
り
ま
す
。　
　
　 （
60
代
女
性
）

・
文
章
を
読
ん
で
い
る
だ
け
で
こ
れ
が
自

身
の
考
え
な
の
か
。　  （
70
代
女
性
）

・
具
体
的
な
回
答
が
な
く
分
か
り
に
く

い
。　
　
　
　
　
　
　 

（
70
代
女
性
）

・
も
う
少
し
踏
み
こ
ん
だ
話
し
が
聞
き

た
か
っ
た
。　
　
　
　  

（
70
代
女
性
）

・
駅
前
駐
車
場
の
問
題
を
取
り
上
げ
て

ほ
し
か
っ
た
。  

　
　
　 （
70
代
女
性
）

・
町
民
の
た
め
住
み
良
い
町
に
尽
力
し

て
い
る
姿
を
感
じ
た
。町
民
の
代
表
と

し
て
努
力
し
て
下
さ
っ
て
い
る
と
思

う
。　
　
　
　
　
　
　（
70
代
女
性
）
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議員政務活動費を条例制定… 2
6月定例会

平成30年夏号 VOL.113

こおりまち

24議会だより―



議
員
力
を
高
め
る
調
査
・
研
修
に

町
議
会
政
務
活
動
費
の
交
付
に
関
す
る

条
例
（
議
会
提
出
）

　
町
議
会
議
員
の
調
査
研
究
、
そ
の

他
の
活
動
に
資
す
る
た
め
必
要
経
費

の
一
部
と
し
て
、
年
額
６
万
円
の
政

務
活
動
費
を
交
付
す
る
条
例
。

げ
ｂ

醸
中
の
柔
道
・
吹
奏
楽
へ
各
一

名
部
活
動
指
導
員
を
配
置

町
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

　
30
年
度
か
ら
県
教
育
委
員
会
が
、

適
切
な
練
習
時
間
や
休
養
日
の
設
定

な
ど
、
部
活
動
の
適
正
化
、
教
職
員

の
働
き
方
改
革
に
繋
が
る
取
組
を
進

め
る
こ
と
を
目
的
に
改
正
。
部
活
動

指
導
員
の
報
酬
を
定
め
る
も
の
。

町
税
条
例
の
一
部
改
正

　
30
年
度
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
個
人
所
得
課
税
の
見
直
し
、

た
ば
こ
税
の
見
直
し
、
生
産
性
革
命

の
実
現
に
向
け
た
中
小
企
業
の
設
備

投
資
の
支
援
（
固
定
資
産
税
等
）
の

所
要
の
改
正
を
行
う
た
め
。

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
者
に
対

す
る
町
民
税
、
固
定
資
産
税
及
び
国

民
健
康
保
険
税
の
減
免
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

　
国
の
「
避
難
指
示
等
対
象
区
域
の

被
保
険
者
」
に
対
す
る
財
政
支
援
が

平
成
31
年
３
月
分
ま
で
延
長
さ
れ
る

こ
と
に
伴
い
対
象
期
間
を
延
長
す
る

た
め
。

一
人
当
り
４
４
４
円
減

　
　
　 

　
　
0.5
％
の
減
額
に

町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正

　
29
年
の
所
得
確
定
及
び
30
年
度
固

定
資
産
税
が
確
定
し
た
こ
と
に
伴
い
、

国
民
健
康
保
険
税
の
算
定
に
適
用
す

る
按
分
率
及
び
軽
減
額
の
改
正
を
行

う
も
の
。
（
按
分
率
表
は
Ｐ
20
に
）

町
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
改
正

町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
改
正

　
国
が
定
め
る
省
令
が
施
行
さ
れ
た

こ
と
に
伴
う
改
正
。

町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　
持
続
可
能
な
医
療
保
険
制
度
を
構

築
す
る
た
め
、
国
民
健
康
保
険
法
等

の
一
部
改
正
に
伴
い
関
係
条
文
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
。

町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　
国
の
政
令
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
８
月
１
日
か
ら
施
行
さ
せ
る

た
め
に
行
う
も
の
。

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
者
に
対

す
る
介
護
保
険
料
の
減
免
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　
「
避
難
指
示
等
対
象
区
域
の
被
保

険
者
」
に
対
す
る
財
政
支
援
が
31
年

３
月
分
ま
で
延
長
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
対
象
と
な
る
期
間
延
長
を
行
う

も
の
。

町
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事

業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

町
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人

員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支

援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

　
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
が

改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
改
正
を
行

う
も
の
。

条
例
制
定

テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
で〝
ピ
ザ
ス
タ
〞

を
Ｐ
Ｒ

県
観
光
力
づ
く
り
補
助
金
で

一
般
会
計
（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
そ
れ

ぞ
れ
１
０
，
９
８
３
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
62
億
２
，
０
２
３
万
８

千
円
と
す
る
も
の
。

《
歳
入
の
主
な
も
の
》

・
地
方
創
生
推
進
交
付
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
９
８
万
円

・
県
観
光
力
づ
く
り
支
援
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
５
０
万
円

・
が
ん
ば
る
ふ
る
さ
と
・
桑
折
応
援

　
基
金
繰
入
金
　
　
　
１
３
０
万
円

・
繰
越
金
　
　
　
４
１
７
万
６
千
円

《
歳
出
の
主
な
も
の
》

・
議
会
管
理
運
営
費
　
　
５
３
万
円

・
農
業
振
興
活
動
拠
点
施
設
設
備
費

　
　
　
　
　
　
　
４
６
１
万
１
千
円

・
観
光
振
興
対
策
費

　
　
　
　
　
　
　
３
２
７
万
２
千
円

・
中
学
校
総
務
管
理
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
73
万
１
千
円

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
事
業
勘

定
）
（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
そ
れ

補
正
予
算

条
例
改
正

月
定 例 会
６

　平成30年度第2回定例会は、６月19日から25日
まで７日間の会期で開催された。提出された議案は
条例改正11件、補正予算３件、報告４件、同意１
件、請願・陳情２件、工事請負契約１件、議会より
発委３件の計25件で全会一致で可決した。

ぞ
れ
31
万
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額

を
14
億
８
８
３
万
円
と
す
る
も
の
。

《
歳
入
》

・
国
民
健
康
保
険
税

　
　
　
　
　
　
▲
１
，
５
０
０
万
円

・
繰
越
金
　
　
　
１
，
４
６
９
万
円

《
歳
出
》

・
医
療
給
付
分
　
　
　
　
　
３
千
円

・
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▲
９
千
円

・
介
護
納
付
金
分
　
▲
30
万
４
千
円

〝
い
き
い
き
長
寿
ポ
イ
ン
ト
事
業
〞

へ
予
算
組
替
、
秋
頃
に
周
知

介
護
保
険
特
別
会
計
（
保
険
事
業
勘

定
）
（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
そ
れ

ぞ
れ
10
万
７
千
円
を
減
額
し
、
予
算

総
額
を
15
億
２
９
７
万
７
千
円
と
す

る
も
の
。

《
歳
入
》

・
国
庫
支
出
金
　
　
▲
４
万
１
千
円

・
県
支
出
金
　
　
　
▲
２
万
１
千
円

・
繰
入
金
　
　
　
　
▲
４
万
５
千
円

《
歳
出
》

・
地
域
支
援
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
　
▲
10
万
７
千
円

町
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任

　
４
月
１
日
付
人
事
異
動
の
た
め
、

次
の
者
の
選
任
に
同
意
し
た
。

　
住
所
　
桑
島
五
５
番
地
の
15

　
氏
名
　
長
谷
部
　
清
治

　
　
　
　
　
昭
和
38
年
９
月
30
日
生

同

意

平
成
30
年
度
史
跡
桑
折
西
山
城
跡
整

備
工
事
（
本
丸
遺
構
・
施
設
整
備
工

事
）

・
契
約
の
目
的

　
　
史
跡
桑
折
西
山
城
跡
本
丸
の
遺

　
構
復
元
及
び
施
設
整
備
の
た
め

・
契
約
金
額

　
　
　
　
　
６
，
０
５
８
万
８
千
円

（
う
ち
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
　

　
　
　
　
　
　
４
４
８
万
８
千
円
）

・
契
約
の
方
法

　
　
　
　
　
条
件
付
一
般
競
争
入
札

・
契
約
の
相
手
方

　
住
所
　
万
正
寺
字
妻
田
２
番
地
３

　
氏
名
　
渋
谷
建
設
株
式
会
社

　
　
　
　
代
表
取
締
役
　
渋
谷
　
浩
一

工
事
請
負
契
約

― ７月８日式典開催 ―

請
願
・
陳
情 
審
査
結
果

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
や
要

望
等
、
町
政
に
反
映
さ
せ
る
制
度
で

す
。

※  

陳
情
書
の
作
成
・
提
出
方
法
に

つ
い
て
は
議
会
事
務
局
へ
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

　

（
電
話
５
８
２
―
２
１
１
３
）

◆
請
願
・
陳
情
と
は

「
核
兵
器
禁
止
条
約
の
日
本
政

府
の
署
名
と
批
准
を
求
め
る
意

見
書
」
の
提
出
を
求
め
る
請
願

〔
請
願
者
〕

　
　

伊
達
市
梁
川
町
細
谷
字

　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
立
１
２
３

　
　

新
日
本
婦
人
の
会　

伊
達
支
部

　

支
部
長　

堀
江
ミ
ヨ
子

〔
審
査
委
員
会
〕

　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

〔
審
査
の
結
果
〕

　
　

採
択
３
・
趣
旨
採
択
１

（
意
見
書
提
出
）

　

私
は
こ
の
度
の
請
願
に
つ
い

て
、
充
分
理
解
し
つ
つ
も
、
趣
旨
採

択
と
し
ま
し
た
。
現
段
階
に
お
い
て

政
府
か
ら
の
正
式
公
表
も
な
く
、
そ

の
真
意
を
く
み
取
ら
な
い
ま
ま
で

の
、
意
見
書
提
出
の
考
え
ま
で
に
は

至
ら
な
か
っ
た
た
め
、
請
願
で
あ
り

ま
す
意
見
書
の
提
出
に
は
反
対
し
ま

す
。

臓
器
移
植
の
環
境
整
備
を
求
め
る

意
見
書
の
採
択
を
求
め
る
陳
情

〔
陳
情
者
〕

　

兵
庫
県
伊
丹
市
北
伊
丹
１
―
75

　
　

移
植
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
考
え
る
会

　
　
　
　
　
　

理
事　

井
田　

敏
美

〔
審
査
委
員
会
〕

　
　
　
　
　

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

〔
審
査
の
結
果
〕

　
　
　

採
択
（
意
見
書
提
出
）
）

※
意
見
書
は
Ｐ
21
へ
掲
載

討 

論斉
藤
　
謙
議員

反対
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どう活かす新公会計制度
財政状況の説明等に活用

町パンフレット等の多言語化表記は
郡役所パンフレット英語版を作成

※

半 澤 　 高 議員

　新
公
会
計
制
度
に
よ
る
固
定
資
産

台
帳
の
整
備
や
財
務
４
表
の
作
成
を

進
め
、
桑
折
町
で
は
平
成
28
年
度
決

算
に
基
づ
く
財
務
４
表
を
本
年
４
月

に
議
会
に
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が

次
の
点
を
伺
う
。

問
　
新
公
会
計
制
度
を
今
後
ど
の
よ

う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
。

答
　町
長
　今
後
は
町
広
報
紙
に
お

け
る
財
務
状
況
の
説
明
等
に
も
活
用

し
て
い
く
。

問
　
今
ま
で
の
決
算
書
と
あ
わ
せ
て

議
会
に
提
出
で
き
な
い
も
の
か
。

（
参
考
資
料
等
と
し
て
）

答
　総
務
課
長
　決
算
議
会（
９
月
）

が
終
わ
っ
た
後
に
監
査
法
人
等
の
支

援
を
受
け
作
成
し
て
い
る
。
財
政
担

当
者
の
人
数
が
少
な
い
な
か
で
公
表

時
期
等
を
早
め
る
こ
と
は
難
し
い
。

問
　
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
、
農
産
物

を
中
心
と
し
た
町
産
品
の
輸
出
を
見

据
え
、
町
の
観
光
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や「
歴
史
・
観
光
Ｐ
Ｒ
映
像（
Ｄ
Ｖ

Ｄ
）」等
の
多
言
語
化
表
記
に
取
り
組

む
考
え
は
あ
る
の
か
伺
う
。

答
　町
長
　観
光
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
等
の
多
言
語
化
に
つ
い
て
は
、
既

に
広
域
市
町
村
連
携
で
取
り
組
ん
で

お
り
、
町
で
は
旧
伊
達
郡
役
所
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
英
語
版
作
成
を
予
定
し

て
い
る
。
な
お
、
日
本
語
と
英
語
の

併
列
表
記
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
紙
面
の

ス
ペ
ー
ス
の
関
係
上
難
し
い
。

これも 質　問

　
　パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
統
一
基
準
は
あ
る
の
か

　
　
　
　統
一
基
準
は
設
け
て
い
な
い

問
答

　
　特
定
空
家
等
と
し
た
事
例
は

　
　
　
　今
後
、
詳
細
な
実
態
調
査
を
進
め
て
い
く

問
答

※

新
公
会
計
制
度
と
は

　
新
た
な
公
会
計
制
度
で
は
、
公
営
企
業
会

計
と
同
様
、
複
式
簿
記
（
発
生
主
義
）
方
式

を
取
り
入
れ
、
「
資
産
・
債
務
の
適
切
な
管

理
」
「
財
務
情
報
の
分
か
り
や
す
い
開
示
」

を
行
い
、
単
式
簿
記
を
補
完
す
る
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

８名登壇

一 般

町政を問う60分
質問

◇ 一般質問は、質問者が事前に提出した通告書に基づいて、一人持ち時間
　 60分で行われます。
◇ 内容は、質問者の責任において作成されたものを掲載しています。
◇ 質問項目は、通告によるものです。
◇ 一般質問の様子は桑折町議会のホームページ（録画）でご覧いただけます。

羽根田　八千代

渡　邉　英　直

齋　藤　松　夫

佐　藤　榮　三

佐　藤　武　朗

半　澤　　　高

岩　﨑　久　男

斉　藤　　　謙

川　名　静　子

・町長の再選出馬の意思と決意について
・地域の実状に応じた防災訓練のあり方と課題、防災計画について
・介護保険料とボランティアポイント制度導入について
・活力ある商店街支援事業（空き店舗対策）について

・相馬福島道の建設に伴う町道等の整備について
・献上桃の郷桑折における果樹産地の継続について
・湛水対策のための排水機場の設置について
・伊達駅隣接の松原、牛沢地区の住宅地開発について
・献上桃の郷こおり創生プランにおける「献上桃の郷」展開プロジェクト推進について
・同、21世紀の追分推進プロジェクトについて
・同、歴史まちづくり推進プロジェクトについて
・同、町民のための庁舎整備プロジェクトについて
・関係町内会の陳情及び議会申し入れを受け止めての有害鳥獣（イノシシ）対策について
・多面的機能支払い交付金制度活用について
・町営住宅募集と居住環境の向上について
・公立藤田病院組合負担金　負担割合変更協議について

・桑折町総合計画「献上桃の郷こおり創生プラン」二年目の年としての実行施策、
　また、「平成30年度予算編成方針」に掲げる重点目標について
・旧伊達崎幼稚園跡「農業振興活動拠点施設」の運営について
・多面的機能支払い交付金を活用した農用地、道水路の維持保全について
・役場職員採用と業務効率化について
・相馬福島道路の開通見通しを踏まえ本町の対応について
・人口減少対策に向けた対応について
・史跡桑折西山城跡整備事業について
・確定申告についての町の取り組みについて
・本年度の除雪対応について

・財政計画の策定について
・「関係人口」「交流人口」「移住・定住」について
・中心市街地の活性化（賑わい創出）について
・町ホームページのリニューアルについて
・庁内異動の際の引継ぎ等について
・ラスパイレス指数改善の抜本的対策、その後について
・新学習指導要領について

・町農業振興活動拠点整備事業について
・子育て世代の経済支援について
・原発事故と損害賠償請求の進捗状況について
・移住・定住の促進に向けた事業について
・都市計画法34条11号について

・苦情の多い、町道等除雪のあり方に関して
・学校制服費等に関して
・原発事故後の甲状腺がんの発生状況に関して
・財政運営の考え方等に関して
・IC周辺整備に関する進捗状況に関して
・地方交付税算定台帳等に関して
・農業振興活動拠点整備事業に関して

・新年度予算に関して
・危機管理に関して
・農業振興活動拠点施設整備事業に関して
・木質バイオマス熱源併給事業に関して
・文化財の活用に関して
・学校教育全般に関して
・公民館設備の充実に関して
・年金受給者世帯へ灯油券の配布に関して

一 般 質 問一 般 質 問

― 世界に向けて… ―

登壇議員 掲載頁 質問項目

半　澤　　　高 ５頁

１．新公会計制度について
２．パブリックコメントについて
３．観光案内パンフレット等の多言語化表記について
４．空き家対策について

斉　藤　　　謙 ６頁

１．交流人口や移住・定住政策等に関して
２．人材育成方針等に関して
３．少子高齢化対策の一環事業としての施策等に関して
４．財政運営等に関して
５．中期財政計画に関して
６．改定介護法に伴う自治体の役割等に関して
７．仮称国道４号 IC周辺の整備事業計画の進捗状況等に関して

渡　邉　英　直 ７頁
１．献上桃の郷こおり展開プロジェクトの推進について
２．有害鳥獣対策の次の対策について
３．庁舎建設が町財政に与える影響について

佐　藤　武　朗 ８頁

１．人口減対策につなげる移住・定住促進への取り組みについて
２．「21世紀の追分プロジェクト」の展開について
３．「空き家等」に対しての取り組みについて
４．桑折西山城跡整備後の維持管理について

原　　　賢　志 ９頁 １．レガーレこおりについて
２．歴史的風致維持向上計画について

羽根田　八千代 10 頁

１．安全安心なまちづくりのための有害鳥獣（イノシシ等）対策の抜本的強化について
２．防災計画見直しの進捗状況について
３．業務継続計画「BCP」策定について
４．公共交通検討事業について
５．空き店舗対策事業（仮商工会跡地等含む）について
６．相馬福島道路「桑折高架橋（仮称）」について

岩　﨑　久　男 11 頁

１．非核「平和の町宣言」について
２．移住・定住促進事業について
３．農業振興活動施設について
４．都市計画法第 34条 11号について

齋　藤　松　夫 12 頁

１．庁舎建設計画と町総合計画・中期財政計画策定について
２．概算事業費 26億円とする庁舎建設計画のあり方について
３．大規模地震から住民生活を守る対策について
４．桑折町生活排水処理基本計画の町営住宅における具現化について
５．有害鳥獣対策（イノシシ）強化発展について
６．多面的支払交付金制度活用と普及について
７．都市計画法 34条 11号規定の活用について
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生ごみ・紙おむつの下水道処理を
国交省などの対応を注視し研究

献上桃の郷展開プロジェクトの推進は
町独自の支援・施策を実施 斉 藤 　 謙 議員渡 邉 英 直 議員

「
昆
虫
展
」開
催
、交
流
人
口
の
拡
大
を

開
催
Ｐ
Ｒ
も
含
め
実
現
に
向
け
検
討
す
る

る
。
ま
た
、
諸
費
用
は
一
般
家
庭
の

場
合
、
年
間
に
使
用
す
る
電
力
は
２

０
０
円
程
度
、
使
用
す
る
水
量
は
水

洗
ト
イ
レ
を
一
回
流
す
く
ら
い
の
量

と
い
わ
れ
て
い
る
。
現
在
、
保
育
園

児
の
紙
お
む
つ
は
持
ち
帰
り
と
な
っ

て
い
る
が
、
宮
城
県
等
で
の
紙
お
む

つ
は
施
設
内
で
処
理
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
県
内
市
町
村
で
は
初
の

デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
導
入
取
組
み
を
す

べ
き
で
な
い
か
。

答
　
町
長
　
国
交
省
や
環
境
省
等
の

対
応
を
注
視
し
取
組
み
に
向
け
研
究

し
て
い
く
。

問
　
国
交
省
は
、
生
ご
み
を
排
水
管

に
流
す
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
を
応
用
し

高
齢
者
や
赤
ち
ゃ
ん
等
が
使
っ
た
紙

お
む
つ
を
下
水
道
に
流
せ
る
シ
ス
テ

ム
を
構
築
す
る
た
め
の
研
究
方
針
を

固
め
た
が
、
下
水
道
で
処
理
す
る
こ

と
で
、
介
護
や
子
育
て
の
負
担
を
軽

減
可
能
と
思
料
さ
れ
、
将
来
の
超
少

子
高
齢
化
社
会
に
向
け
、
制
度
導
入

す
べ
き
で
な
い
か
。
よ
っ
て
、
多
忙

な
主
婦
の
家
事
労
働
負
荷
軽
減
に
な

り
、
衛
生
管
理（
食
中
毒
・
清
潔
な

台
所
）・
生
ご
み
焼
却
減
少
で
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
排
出
抑
制
・
温
暖
化
防
止

等
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
が
可
能
と
な

問
　
献
上
桃
の
郷
に
ふ
さ
わ
し
い
Ｇ

Ａ
Ｐ
取
得
に
向
け
た
取
り
組
み
は
、

答
　
町
長
　「
献
上
桃
の
郷
」の
ブ
ラ

ン
ド
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
が
高
ま
る
こ

と
か
ら
生
産
者
へ
の
啓
発
に
努
め
る
。

問
　
桃
以
外
の
農
産
物
ま
た
桑
折
町

産
の
商
品
の
Ｐ
Ｒ
は

答
　
町
長
　「
レ
ガ
ー
レ
」で
の
農
産

物
や
商
品
を
活
用
す
る
。
首
都
圏
や

仙
台
市
で
の
イ
ベ
ン
ト
で
特
産
品
と

し
て
販
売
す
る
な
ど
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
。

　
今
年
も
献
上
桃
と
し
て
皇
室
へ
桃

を
お
届
け
で
き
る
こ
と
は
、
町
民
は

も
と
よ
り
桃
生
産
農
家
と
し
て
も
大

変
光
栄
な
こ
と
で
す
。
今
後
も
継
続

し
て
桃
を
献
上
で
き
る
産
地
と
し
て
、

努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
る
こ
と
か
ら
次
の
点
を
伺
う
。

問
　
担
い
手
確
保
に
町
独
自
の
対
策

が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
　
町
長
　
国
補
助
事
業
に
町
独
自

の
交
付
金
の
上
乗
せ
や
、Ｊ
Ａ
の
桃

栽
培
農
家
の
後
継
者
育
成
事
業
の
支

援
等
を
実
施
し
て
い
る
。

問
　
旧
福
大
教
授
蜂
谷
剛
氏
が
採
集

し
た
学
術
的
に
も
評
価
の
高
い
標
本

を
桑
折
町
の
子
供
達
の
た
め
に
、
数

あ
る
市
町
村
の
中
か
ら
桑
折
町
に
貴

重
な
品
を
遺
族
か
ら
寄
贈
を
受
け
て

い
る
が
、
夏
休
み
に
交
流
セ
ン
タ
ー

（
醸
小
）で「
昆
虫
展
」を
定
期
的
に
開

催
す
べ
き
で
な
い
か
。
毎
年
夏
休
み

に
東
京
ド
ー
ム
で
昆
虫
展
を
開
催
し
、

全
国
か
ら
数
十
万
人
が
来
場
し
て
い

る
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
標
本
は
他
市
町
に
は
な
く
、
桑
折

町
な
ら
で
は
の
企
画
と
な
る
の
で
は

な
い
か
。
な
お
、
蜂
谷
氏
は
文
化
勲

章
受
章
者
で
あ
り
、
権
威
の
あ
る
展

示
会
と
な
る
も
の
と
思
料
さ
れ
、
交

流
人
口
の
増
加
は
充
分
見
込
ま
れ
る
。

答
　
教
育
長
　
こ
れ
ま
で
、
夏
休
み

に
合
わ
せ
イ
コ
ー
ゼ
で
標
本
の
一
部

を
展
示
し
て
き
て
い
る
が
、
今
後
、

全
ケ
ー
ス
展
示
し
た
取
組
み
や
開
催

時
の
Ｐ
Ｒ
方
法
等
を
考
慮
し
た
開
催

を
前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
。

有
害
鳥
獣
対
策
の
次
の
対
策
は

さ
ら
な
る
被
害
低
減
に
努
め
て
ゆ
く

　
侵
入
防
止
柵
15
㎞
の
設
置
は
イ
ノ

シ
シ
の
被
害
低
減
に
は
有
効
な
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
今
後
予
定
さ
れ
て

い
る
緩
衝
帯
の
整
備
等
の
事
業
の
推

進
に
よ
り
被
害
の
さ
ら
な
る
低
減
を

は
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か

ら
次
の
点
を
伺
う
。

問
　
30
年
度
実
施
の
対
策
は
。

答
　
町
長
　
既
設
の
侵
入
防
止
柵
里

側
に
新
規
の
柵
の
設
置
や
緩
衝
帯
の

整
備
侵
入
防
止
用
の
グ
レ
ー
チ
ン
グ

を
設
置
し
被
害
低
減
に
努
め
る
。

問
　
侵
入
防
止
柵
の
維
持
管
理
、
緩

衝
帯
の
維
持
管
理
に
対
す
る
さ
ら
な

る
支
援
策
を
求
め
る
。

答
　
町
長
　
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、

将
来
に
向
け
て
長
く
続
く
も
の
と
実

情
を
調
査
し
て
ゆ
く
。

問
　
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
、

特
に
資
源
向
上
対
策
事
業
に
取
り
組

む
こ
と
で
侵
入
防
止
柵
、
緩
衝
帯
の

維
持
管
理
に
有
効
な
事
業
と
考
え
る

が
。

答
　
町
長
　
そ
の
よ
う
に
と
ら
え
て

い
る
の
で
推
進
し
て
ゆ
く
。

これも 質　問
　
　
な
ぜ
１
人
だ
け
、
定
年
延
長
さ
れ
た
の
か

　
　
　
　
地
方
公
務
員
法
に
基
づ
き
判
断
し
た

　
　
国
道
４
号
周
辺
整
備
計
画
変
更
理
由
は

　
　
　
　
今
後
、
具
体
的
な
立
地
計
画
が
必
要

　
　
町
内
優
良
企
業
の
見
学
ツ
ア
ー
実
施

　
　
　
　
工
場
協
会
と
連
携
、
実
施
に
向
け
検
討

問問
答答

問
答

これも 質　問
　
　
庁
舎
建
設
が
財
政
に
与
え
る
影
響
は

　
　
　
　
元
利
償
還
金
の
平
準
化
を
図
っ
て
ゆ
く

問
答

一 般 質 問 一 般 質 問

― 衛生的な台所が実現 ―

― 将来も続く桃産地へ決意 ―
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若者定住向けの各施策の評価は
人口減少抑制に繋がった

レ
ガ
ー
レ「
こ
お
り
」今
後
の
連
携
は

地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
で

佐 藤 武 朗 議員原 　 賢 志 議員

「
空
き
家
バ
ン
ク
」の
創
設
は

「
全
国
版
空
き
家
バ
ン
ク
」へ
登
録
準
備
中

口
減
少
率
は
。

答
　
町
長
　
平
成
26
年
４
月
の
住
民

基
本
台
帳
比
較
、
市
街
化
区
域
で
74

人
減
、
調
整
区
域
で
３
７
９
人
減
。

問
　
調
整
区
域
内
の
人
口
減
少
対
策

を
ど
う
図
ら
れ
る
か
。

答
　
町
長
　
若
者
を
支
え
る
各
種
施

策
や
新
規
就
農
者
へ
の
支
援
。
都
市

計
画
法
34
条
第
11
項
の
活
用
を
検
討
。

問
　
民
間
の
宅
地
開
発
に
、
今
後
町

の
支
援
策
等
の
検
討
は
出
来
な
い
か
。

答
　
町
長
　
移
住
定
住
の
促
進
に
向

け
先
進
事
例
等
を
調
査
・
研
究
。

　
今
年
４
月
１
日
現
在
、
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
の
推
計
値（
１
１
，
７
５
２

人
）に
対
し
て
総
人
口
が
３
０
３
名

の
増
。
人
口
減
少
の
歯
止
め
の
一
端

が
見
え
た
感
あ
り
、
そ
こ
で
次
の
点

を
伺
う
。

問
　
若
者
定
住
者
向
け
各
施
策
が
人

口
減
少
の
歯
止
め
に
対
し
、
ど
の
よ

う
に
評
価
を
し
て
い
る
か
。

答
　
町
長
　
昨
年
度
の
実
績
が
予
定

を
上
回
る
30
件
、
申
請
者
と
家
族
含

め
て
１
１
５
人
が
定
住
。
政
策
が
減

少
抑
制
に
繋
が
っ
た
も
の
と
評
価
。

問
　
市
街
化
区
域
と
調
整
区
域
の
人

る
も
の
と
捉
え
て
お
り
、
関
係
各
位
、

住
民
、
生
産
者
等
の
理
解
・
協
力
に

感
謝
し
て
い
る
。
今
後
は
、
体
験
交

流
や
ふ
れ
あ
い
マ
ル
シ
ェ
、
６
次
化

商
品
の
試
作
な
ど
の
事
業
展
開
に
力

を
入
れ
、「
献
上
桃
の
郷
」展
開
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
推
進
の
要
と
な
る
施
設
で

あ
り
、
地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
お
ひ
ざ
元
の
伊
達

崎
地
区
か
ら
元
気
を
全
国
に
発
信
し

て
い
く
。

問
　
農
業
振
興
活
動
拠
点
施
設
レ

ガ
ー
レ
こ
お
り
の「
ピ
ザ
ス
タ
」は
、

地
域
の
女
性
の
方
々
に
積
極
的
な
お

手
伝
い
を
い
た
だ
き
オ
ー
プ
ン
初
日

か
ら
今
日
ま
で
好
評
を
博
し
て
い
る
。

こ
の
実
績
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

ま
た
、
地
域
の
多
様
な
主
体
と
連
携

し
な
が
ら
事
業
を
展
開
・
実
施
す
る

と
し
て
い
る
が
、
今
後
の
連
携
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

答
　
町
長
　
施
設
全
体
の
コ
ン
セ
プ

ト
が
消
費
者
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い

　「
空
家
等
対
策
計
画
」の
基
本
方
針

で
あ
る「
空
家
等
の
市
場
流
通
・
活

用
促
進
」対
策
に
つ
い
て
次
の
点
を

伺
う
。

問
　「
空
き
屋
等
」の
流
通
促
進
を
ど

の
よ
う
に
計
画
さ
れ
て
る
か
。

答
　
町
長
　
実
態
調
査
や
適
正
運
営

管
理
の
た
め
シ
ル
バ
ー
人
材
で
の
管

理
を
行
っ
て
い
る
。

問
　
本
町
で
の「
空
き
家
バ
ン
ク
」創

設
の
考
え
は
。

答
　
町
長
　「
全
国
版
空
き
家
バ
ン

ク
」へ
の
登
録
に
向
け
た
準
備
を
進

め
て
い
る
。
今
後
は
町
独
自
の「
空

き
家
バ
ン
ク
」創
設
を
検
討
。

問
　
調
整
区
域
内
の「
農
家
空
き
家

住
宅
」を
利
活
用
す
る
た
め
に
も
、

農
家
要
件
の
下
限
農
地
面
積
の
緩
和

が
出
来
な
い
か
。

答
　
町
長
　
今
後
の
町
づ
く
り
等
も

考
え
、
担
当
課
、
農
業
委
員
会
で
検

討
し
て
い
く
。

問
　
空
き
家
ビ
ジ
ネ
ス
を
ど
の
よ
う

に
認
識
し
て
い
る
か
。

答
　
町
長
　
行
政
だ
け
で
は
限
界
、

民
間
業
者
等
に
よ
る
転
売
、
賃
貸
、

管
理
な
ど「
空
き
家
ビ
ジ
ネ
ス
」も
有

効
な
手
段
。

都市再生整備計画の完成は
年度末までに計画書承認予定

問
　
史
跡
桑
折
西
山
城
跡
整
備
事
業
と
並
行

し
て「
西
山
城
跡
周
辺
整
備
事
業
」を
実
施
す

る
た
め
に
、
都
市
再
生
整
備
計
画
を
年
度
内

完
成
に
向
け
作
成
中
で
あ
る
。
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
具
体
的
事
業
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
体
制
で
検
討
す
る
の
か
伺
う
。

答
　
町
長
　
現
在
、
国
土
交
通
省
と
の
事
前

協
議
に
向
け
、
関
係
各
課
で
具
体
的
事
業
の

検
討
を
進
め
て
い
る
。
年
内
に
計
画
書
案
を

提
出
、
年
度
末
ま
で
に
計
画
書
承
認
を
予
定

し
て
い
る
。
都
市
再
生
整
備
計
画
に
お
け
る

西
山
城
跡
周
辺
整
備
に
つ
い
て
は
、
中
期
財

政
計
画
を
見
据
え
な
が
ら
優
先
順
位
を
決
め

本
当
に
必
要
な
も
の
を
必
要
な
時
期
に
実
施

し
て
い
く
。
住
民
参
加
に
よ
る
事
業
実
施
も

考
え
て
い
き
た
い
。

これも 質　問これも 質　問
　
　
庁
舎
建
設
が
財
政
に
与
え
る
影
響
は

　
　
　
　
元
利
償
還
金
の
平
準
化
を
図
っ
て
ゆ
く

問
答

一 般 質 問 一 般 質 問

― 人口減少に歯止めを ―

ふれあいマルシェで
元気発信

問
答Ｉ

Ｃ
周
辺
の
抜
本
的
計
画
見
直
し
時
期
が
来
る
の
で
は

幅
広
い
手
法
を
検
討
す
る
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
現
へ

問
答西

山
城
跡
整
備
後
の
維
持
管
理
は
ど
の
よ
う
に

管
理
運
営
に
携
わ
る
協
力
者
募
る
こ
と
も
検
討

― ―
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防災計画見直しの完成時期は
町長任期中８月末までに 羽根田八千代 議員岩 﨑 久 男 議員

新
幹
線
超
え
見
学
会
を

こ
お
り
創
生
の
象
徴
開
催
を
検
討

　
梅
雨
時
期
、
各
地
で
土
砂
災
害
対

策
を
報
じ
る
記
事
を
目
に
す
る
と
こ

ろ
だ
。
更
に
は
、
６
月
18
日
、
大
阪

府
北
部
を
震
源
と
し
て
最
大
震
度
６

弱
の
地
震
が
起
き
た
。
そ
の
よ
う
な

中
、
３
月
定
例
会
に
お
い
て
町
地
域

防
災
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て
質
し

た
が
、こ
の
件
に
関
し
次
の
点
を
伺
う
。

問
　
進
捗
と
完
成
時
期
は
。

答
　町
長
　町
長
任
期
中
、
８
月
末

ま
で
に
は
完
成
す
る
。

問
　
本
町
に
お
い
て
対
象
と
な
る
要

配
慮
者
利
用
施
設
は
、
睦
合
小
・
伊

達
崎
小
・
半
田
小
・
だ
ん
ざ
き
子
ど

も
ク
ラ
ブ
・
は
ん
だ
子
ど
も
ク
ラ
ブ
・

桑
折
緑
風
園
・
あ
つ
か
し
荘
で
あ
る
。

対
象
と
な
る
施
設
に
対
し
今
だ
、
避

難
確
保
計
画
の
作
成
を
促
し
、
報
告

を
受
け
る
に
至
っ
て
い
な
い
。
そ
の

要
因
を
伺
う
。

答
　町
長
　管
理
者
等
に
策
定
の
義

務
化
等
を
説
明
し
た
も
の
の
、
計
画

策
定
は
、
一
部
に
留
ま
っ
て
い
る
。

早
期
の
策
定
を
強
く
要
望
す
る
と
と

も
に
、
町
長
任
期
中
に
は
、
地
域
防

災
計
画
と
と
も
に
完
了
報
告
に
至
り

た
い
。

問
　
今
年
２
月
16
日
、
相
馬
福
島
道
路

で
最
長（
橋
長
１
，
２
１
８
ｍ
）と
な
る

「
桑
折
高
架
橋（
仮
称
）」の
橋
を
設
置
す

る
現
場
見
学
会
が
開
催
さ
れ
た
。
睦
合

小
児
童
な
ら
び
に
地
域
の
方
々
が
招
か

れ
、
歴
史
的
瞬
間
と
も
い
え
る
工
事
現

場
に
立
ち
会
う
事
が
出
来
た
。
そ
の
感

動
は
児
童
ら
の
心
に
刻
ま
れ
る
こ
と
だ
。

８
月
26
日
頃
予
定
の
新
幹
線
を
超
え
る

橋
を
設
置
す
る
現
場
見
学
会
を
ぜ
ひ
、

関
係
省
庁
と
の
連
携
を
図
り
企
画
し
て

は
い
か
が
か
。

答
　町
長
　相
馬
福

島
道
路「
桑
折
高
架
橋

（
仮
称
）」が
東
北
新
幹

線
を
超
え
る
橋
は
ま

さ
に「
明
日
の
桑
折
に

架
け
る
橋
」で
あ
り
、

「
こ
お
り
新
時
代
」の

幕
開
け
、
こ
お
り
創

生
の
象
徴
な
の
で
、

福
島
河
川
国
道
事
務

所
と
連
携
し
て
見
学

会
開
催
を
検
討
す
る
。

これも 質　問
問

答
問

答

これも 質　問

　
　農
業
活
動
拠
点
の
事
業
計
画
は

　
　
　
　地
域
農
業
の
振
興
を
柱
に
運
営

問
答

　
　移
住
定
住
促
進
事
業
の
進
捗
状
況
は

　
　
　
　交
付
決
定
件
数
が
予
定
を
上
回
る
30
件

問
答

一 般 質 問 一 般 質 問

― ●●●●●●●●●●● ―

― 間近にせまる歴史的瞬間 ―

― レトロな雰囲気を残したまま…… ―

８
26

イ
ノ
シ
シ
等
対
策
の
抜
本
的
強
化
を

里
側
柵
設
置
は
今
年
度
よ
り
継
続
実
施
す
る

公
共
交
通
検
討
事
業
の
結
果
は
い
つ

庁
舎
移
転
に
合
わ
せ
着
手
策
定
し
て
い
く

問
答空

き
店
舗
対
策
事
業（
仮
商
工
会
跡
地
等
含
む
）進
捗
は

協
議
会
設
立
の
準
備
を
進
め
て
い
る

核
兵
器
禁
止
条
約
に
署
名
、批
准
を

平
和
首
長
会
議
で
条
約
批
准
を
進
め
て
い
る

対
し
て
条
約
批
准
を
求
め
る
取
組
み

を
進
め
て
お
り
ま
す
。

問
　
平
和
の
大
切
さ
を
学
ぶ
た
め
の

派
遣
事
業
も
５
年
目
を
迎
え
る
。
多

く
の
児
童
が
参
加
を
希
望
し
て
い
る

が
選
出
方
法
は
。

答
　町
長
　平
和
学
習
派
遣
事
業
に

つ
い
て
は
、
代
表
児
童
を
通
じ
て
、

核
兵
器
の
恐
ろ
し
さ
、
戦
争
の
悲
惨

さ
、
平
和
の
大
切
さ
に
つ
い
て
深
く

学
ぶ
非
常
に
有
意
義
な
機
会
と
な
っ

て
お
り
、
今
年
度
も
実
地
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
派
遣
児
童
に
つ
い

て
は
、
各
小
学
校
と
教
育
委
員
会
職

員
構
成
す
る
実
行
委
員
会
に
お
い
て
、

選
出
し
て
お
り
ま
す
。

問
　「
非
核
平
和
の
町
宣
言
」か
ら
、

今
年
７
月
で
30
年
を
迎
え
る
節
目
の

年
で
あ
る
。
平
和
首
長
会
議
が
目
指

し
て
い
る
方
向
と
政
府
は
核
兵
器
禁

止
条
約
に
署
名
し
批
准
す
る
こ
と
は
、

唯
一
の
被
爆
国
と
し
て
の
責
務
で
あ

る
。
よ
っ
て
相
い
れ
な
い
態
度
に
対

し
自
治
体
の
長
と
し
て
遺
憾
の
意
を

表
明
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　町
長
　「非
核
平
和
の
町
宣
言
」

に
つ
い
て
は
、
平
成
元
年
の
宣
言
以

来
、
平
和
首
長
会
議
に
加
盟
し
原
水

爆
禁
止
福
島
県
協
議
会
へ
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
核
兵
器
禁
止
条
例
に

つ
い
て
は
、
本
町
が
加
盟
す
る
平
成

首
長
会
議
の
お
い
て
、
日
本
政
府
に

― 平和な国を次世代へ ―

区域指定住民へ制度の説明を終え
制度への理解が得られていない状況

問
　
都
市
計
画
法
34
条
11
号
に
つ
い
て
は
、
福
島
県
と

の
事
前
相
談
後
、
関
係
町
内
会
の
全
住
民
を
対
象
と
し

て
、
制
度
の
説
明
会
を
開
催
、
合
意
形
成
が
図
ら
れ
て

き
た
も
の
か
。

答
　町
長
　当
該
地
区
の
住
民
を
対
象
に
説
明
会
を
開

催
し
た
も
の
の
、
制
度
に
つ
い
て
の
理
解
が
十
分
得
ら

れ
て
い
な
い
状
況
と
認
識
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後

も
合
意
形
成
に
向
け
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
対
象
区
域
を
受
け
た
後
に
農
家
以
外
の
方
が
空
家

を
取
得
し
た
後
、
解
体
し
新
築
す
る
こ
と
が
可
能
と
考

え
る
。
移
住
定
住
に
繋
が
る
方
策
の
ひ
と
つ
と
考
え

る
が
。

答
　町
長
　議
員
お
質
し
の
と
お
り
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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26億円の庁舎建設計画見直しを
見直しは考えていない 齋 藤 松 夫 議員 齋 藤 松 謙 議員

イ
ノ
シ
シ
対
策
強
化
へ
予
算
増
額
を

現
予
算
の
枠
内
で
柔
軟
な
対
応
を
検
討

答
　
町
長
　
桑
折
町
は
総
事
業
費
の

15
％
が
国
か
ら
の
財
政
支
援
割
合
と

な
る
。
国
見
町
は
71
％
、
川
俣
町
は

68
％
の
財
政
支
援
を
受
け
た
。国
見
・

川
俣
町
は
大
震
災
に
よ
る
庁
舎
損
壊

の
た
め
、
特
別
の
優
遇
措
置
を
受
け

た
。
全
額
町
負
担
の
町
民
一
人
当
た

り
借
金
額
は
、
桑
折
町
８
万
円
、
国

見
町
２
万
６
千
円
、
川
俣
町
３
万
円

で
あ
る
。

　
計
画
見
直
し
は
考
え
て
い
な
い
。

問
　
新
庁
舎
建
設
に
お
い
て
、
国
見
、

川
俣
町
と
比
較
し
検
討
す
る
こ
と
は

重
要
だ
。
そ
こ
で
桑
折
町
、
国
見
町
、

川
俣
町
の
庁
舎
建
設
総
事
業
費
に
対

す
る
国
の
財
政
支
援
割
合
を
伺
う
。

ま
た
地
方
交
付
税
で
措
置
さ
れ
な
い

起
債（
借
金
）額
、
す
な
わ
ち
全
額
町

負
担
で
返
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

借
金
額
は
、
一
人
当
た
り
い
か
ほ
ど

に
な
る
か
。
現
計
画
を
再
検
討
し
、

事
業
費
を
縮
小
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

議
会
機
能
の
強
化
に
向
け
報
告

　
議
会
運
営
委
員
会
は
、議
会
改
革
・

活
性
化
調
査
特
別
委
員
会
報
告
書

（
平
成
30
年
３
月
定
例
会
）
の
、「
議

会
機
能
強
化
の
推
進
」
に
関
す
る
部

分
に
つ
い
て
、
所
掌
拳
事
務
調
査
報

告
（
中
間
）
を
行
っ
た
。
そ
の
内
容

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
、
特
別
委
員
会
報
告
書
の
「
政
務

活
動
費
条
例
の
制
定
」
に
つ
い
て

協
議
し
、
政
務
活
動
費
条
例
案
を

ま
と
め
た
。
政
務
活
動
費
は
議
員

一
人
年
額
６
万
円
（
月
額
５
千

円
）
と
し
、
政
務
活
動
を
行
っ
た

後
に
請
求
す
る
後
払
い
方
式
と

し
た
。
こ
の
条
例
案
は
六
月
定
例

会
に
提
出
、
全
会
一
致
で
可
決
成

立
と
な
っ
た
。
施
行
日
は
本
年
７

月
１
日
か
ら
と
な
り
ま
す
。

二
、
同
報
告
書
の
「
予
算
決
算
審
議

の
充
実
」
に
つ
い
て
は
、
九
月
決

算
議
会
に
向
け
て
、
次
の
３
点
に

つ
い
て
執
行
部
と
協
議
す
る
こ

と
と
し
た
。①
提
出
議
案
の
資
料

問
　
イ
ノ
シ
シ
出
没
へ
の
対
策
な
く

し
て
地
方
創
生
は
あ
り
え
な
い
。
本

年
度
有
害
鳥
獣
対
策
予
算
は
、
２
，

１
６
０
万
円
で
あ
る
が
、
う
ち
、
５

４
０
万
円
は
、
西
山
城
跡
対
策
費
で

あ
る
。
一
方
、
侵
入
防
止
柵
里
側
対

策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
半
田
地
区
侵

入
防
止
柵
設
置
予
算
は
わ
ず
か
１
０

０
万
円
で
あ
る
。
対
策
予
算
の
増
額

補
正
と
設
置
作
業
は
地
元
町
内
会
及

び
町
と
の
共
同
で
当
た
る
べ
き
で
な

い
か
。
ま
た
多
面
的
機
能
支
払
い
交

付
金
活
用
可
能
な
侵
入
防
止
柵
設
置

ル
ー
ト
を
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
　
町
長
　
現
予
算
の
枠
内
で
科
目

の
流
用
等
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
で

対
処
し
た
い
。
侵
入
防
止
柵
設
置
計

画
が
具
体
的
に
な
っ
た
段
階
で
、
町

と
し
て
も
作
業
へ
の
参
加
を
広
く
呼

び
か
け
て
ま
い
り
た
い
。
交
付
金
を

活
用
で
き
る
侵
入
防
止
柵
設
置
ル
ー

ト
を
調
査
検
討
し
示
し
て
い
き
た
い
。

これも 質　問
　
　
中
期
財
政
計
画
策
定
の
指
示
は

　
　
　
　
昨
年
４
月
か
５
月
頃
だ

　
　
町
営
住
宅
の
地
震
対
策
は

　
　
　
　
切
迫
し
て
い
な
い
と
県
が
公
表

　
　
一
世
帯
当
た
り
下
水
道
整
備
費（
区
域
内
）は

　
　
　
　
約
５
０
０
万
円
だ

問問
答答

問
答

一 般 質 問

― ●●●●●●●●●●● ―― 現庁舎解体費は総事業費に含まず ―

委
員
長
　齋
藤
松
夫

議
会
運
営
委
員
会

　
４
月
以
降
、
以
下
の
内
容
で
開
催

し
て
お
り
ま
す
。

第
15
回
特
別
委
員
会
（
４
月
19
日
）

　
新
庁
舎
基
本
設
計
に
つ
い
て
、①

構
造
等
に
つ
い
て
②
概
算
費
用
に
つ

い
て
③
外
観
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
、
質
疑
を
行
っ
た

第
16
回
特
別
委
員
会
（
６
月
５
日
）

　
新
庁
舎
基
本
設
計
に
つ
い
て
、「
新

庁
舎
建
設
基
本
設
計
業
務
　
基
本
設

計
書
概
要
版
」
の
説
明
を
受
け
質
疑

を
行
っ
た
。
併
せ
て
、
中
期
財
政
計

画
財
政
見
通
し
の
う
ち
新
庁
舎
整
備

事
業
関
連
個
所
の
説
明
を
受
け
、
質

疑
を
行
っ
た
。 委

員
長
　原
　賢
志

委
員
長
　川
名
静
子

長岡 氏

役
場
庁
舎
建
設
調
査
特
別
委
員
会

　「
読
ま
れ
る
議
会
だ
よ
り
の
編
集

と
表
現
ポ
イ
ン
ト
」
と
題
し
、
県
内

の
議
会
広
報
担
当
議
員
・
職
員
が
参

加
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

長
岡
光
弘
氏
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ

た
。
住
民
の
知
り
た
い
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
こ
と
、
絶
え
ず
住
民
目
線
で
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
し
て
い
く
こ
と
な
ど

多
く
の
内
容
の
講
演
で
あ
っ
た
。

町
村
議
会
広
報
研
修
会

お
知
ら
せ

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委
員
会
報
告

配
付
を
早
め
る
こ
と
。②
決
算
書

等
の
積
算
根
拠
明
確
化
の
た
め
、

当
該
年
度
当
初
予
算
及
び
補
正

予
算
の
積
算
資
料
を
電
子
媒
体

に
よ
り
配
布
す
る
こ
と
。③
十
分

な
会
期
日
程
を
確
保
し
、
審
議
に

臨
む
こ
と
。

三
、
同
じ
く
「
議
員
研
修
の
充
実
」

に
つ
い
て
は
、①
議
員
全
員
で
の

研
修
は
既
決
定
方
針
の
通
り
実

行
す
る
。②
政
務
調
査
会
活
動
と

し
て
の
研
修
も
例
年
通
り
実
行

す
る
。③
常
任
委
員
会
研
修
は
安

全
面
を
考
慮
し
、
交
通
手
段
を
事

務
局
職
員
運
転
に
限
ら
ず
、
必
要

交
通
費
の
予
算
化
を
要
望
し
、
発

展
的
方
向
を
目
指
す
こ
と
と
し
た
。

四
、
報
告
書
の
「
町
民
要
望
等
の
把

握
に
基
づ
く
、
政
策
提
言
・
政
策

討
論
会
開
催
」
に
つ
い
て
は
、①

政
策
討
論
会
開
催
に
積
極
的
に

取
り
組
む
。
そ
の
た
め
、
政
策
討

論
会
実
施
要
綱
を
定
め
、
開
催
に

至
る
プ
ロ
セ
ス
を
明
確
に
す
る

こ
と
に
し
た
。

　
今
回
、〝
桑
折
町
議
会
だ
よ
り
〞

の
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
行
っ
て
い
た
だ
い

た
。
読
者
側
か
ら
の
紙
面
づ
く
り
は

参
考
と
な
る
研
修
と
な
っ
た
。
今
後

も
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
指
摘
さ
れ
た
点

を
活
か
し
な
が
ら
町
民
皆
様
に
読
ま

れ
る
議
会
だ
よ
り
の
編
集
に
努
め

ま
す
。

　
９
月
定
例
会
は
「
９
月
上

旬
」
に
開
催
予
定
で
す
。
29
年

度
の
決
算
を
審
議
し
ま
す
。
傍

聴
に
お
い
で
下
さ
い
。
（
傍
聴

手
続
き
が
簡
単
に
な
り
ま
し

た
）
ま
た
、
「
秋
号
」
発
行
後
、

議
会
報
告
会
を
４
地
区
で
開
催

予
定
で
す
。

Cover Photo
～表紙写真～

　７月６日、醸芳幼
稚園の「たなばた集
会」が行われた。笹
飾りに願いごとを書
いた「たんざく」を
下げた。「なに書い
たの？」「ないしょ」
皆のお願い叶うとい
いね。

両親の手をしっ
かりにぎり登園
する。その手を
離す勇気が階段
を一つ上がるこ
とに。地域の皆
も応援している
よ。だって、あ
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事
業
の
概
況

　「
う
ぶ
か
の
郷
」は
施
設
の
老
朽
化
、
源
泉
枯
渇
等
の
問
題

を
抱
え
厳
し
い
経
営
状
況
と
な
っ
た
が
、
今
後
も
顧
客
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
・
充
実
に
努
め
、
お
客
様
の
満
足
感
が
得
ら
れ

る
よ
う
な
営
業
を
目
指
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
地
方
創
生
に
係
る
事
業
を
展
開
し
、
交
流
人
口
の

拡
大
、
知
名
度
ア
ッ
プ
な
ど
地
域
振
興
・
観
光
振
興
に
寄
与

し
て
き
た
。

　
さ
ら
に
、
町
で
整
備
し
た
農
業
振
興
活
動
拠
点
施
設
「
レ

ガ
ー
レ
こ
お
り
」の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
た
様
々
な
業
務
を
受

託
し
、
準
備
を
進
め
た
。

　
今
後
も
町
や
関
係
団
体
と
緊
密
な
連
携
を
図
り
な
が
ら

「
献
上
桃
の
郷
」桑
折
町
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
の
加
速
化
を
推
進

し
て
い
く
。

Ｑ
借
入
金
が
同
じ
で
も
、

支
払
利
息
の
金
利
に
差
が

あ
る
の
は
な
ぜ
か
。（
信

金
1.7
％
、Ｊ
Ａ
2.0
％
）

Ａ
各
金
融
機
関
と
協
議
、

契
約
に
至
っ
た
。
３
年
毎

の
見
直
し
時
期
に
低
い
金

利
で
の
見
直
し
の
協
議
を

行
っ
て
い
く
。

Ｑ
営
業
状
況
の
悪
化
と
30
年
度
の
指

定
管
理
の
最
終
判
断
は
い
つ
。

Ａ
ボ
イ
ラ
ー
修
理
も
終
わ
り
安
定
し

た
入
浴
施
設
を
活
か
し
新
企
画
で
増

収
に
努
め
る
。
最
終
判
断
は
12
月
議

会
に
か
け
る
。

Ｑ
決
算
を
踏
ま
え
、
実
態
に
合
っ
た

予
算
で
な
け
れ
ば
乖
離
が
出
る
の
で

は
。
ま
た
、
損
益
分
岐
点
を
つ
か
ん

で
い
る
か
。

Ａ
掛
け
離
れ
た
計
上
で
な
く
現
実
を

見
据
え
計
上
す
る
よ
う
申
し
入
れ
る
。

損
益
分
岐
点
は
つ
か
ん
で
い
な
い
。

Ｑ
東
電
の
賠
償
金
の
残
高
は
、
ま
た
、

町
長
の
所
見
は
。

Ａ
496
万
程
だ
、
29
年
度
は
大
変
厳
し

い
状
況
だ
っ
た
。
東
電
か
ら
の
賠
償

金
が
あ
っ
た
か
ら
や
っ
て
こ
れ
た
。

最
終
年
次
、
し
っ
か
り
と
対
策
を
講

じ
て
い
く
。

Ｑ
700
万
円
以
上
の
赤
字
、
赤
字
に

な
っ
た
時
点
で
の
検
証
、
対
策
は
で

き
な
か
っ
た
の
か
。
温
泉
枯
渇
だ
け

が
原
因
で
は
な
い
は
ず
だ
。

Ａ「
売
上
向
上
戦
略
プ
ラ
ン
」で
増
収

に
努
力
す
る
。
さ
ら
に
飲
食
関
係
も

飽
き
ら
れ
て
い
た
事
も
要
因
だ
っ
た

の
で
業
者
と
協
議
し
町
と
し
て
求
め

て
い
く
。

Ｑ
30
年
度
が
最
終
と
な
る
。「
振
興

公
社
」が
受
託
し
な
い
こ
と
も
あ
り

得
る
の
か
。

Ａ
当
然
公
法
人
の
判
断
で
あ
り
得
る
。

受
託
最
終
年
度
、
次
に
向
け
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ど
ん
な
事
業
を

し
て
も
ら
う
か
。
素
人
が
や
っ
て
は

儲
か
る
わ
け
が
な
い
。
皆
と
共
に
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

町が出資している法人の経営状況報告
一
般
財
団
法
人
桑
折
町
振
興
公
社

土
地
開
発
公
社
桑
折
町
事
務
所

平成 29年度「うぶかの郷」営業収支より（3月末現在）

※事業収入は主なもののみ

項　　　目 29年度 28年度 比較前年対比
宿 泊

宿 泊 使 用 料

部屋使用件数

部 屋 使 用 料

入 湯 者

浴 場 使 用 料

宿 泊 食 事

宴 会 食 事

食 堂

物 販 事 業

事業収入合計

厨房業務委託料

人 件 費

930人

3,679,490 円

102 件

267,300 円

45,191 人

12,669,450 円

2,833,904 円

10,772,315 円

6,874,525 円

4,994,530 円

49,163,137 円

17,417,324 円

16,573,371 円

1,066 人

4,141,856 円

135 件

355,860 円

45,792 人

13,395,000 円

3,666,080 円

12,921,530 円

8,754,348 円

4,969,326 円

56,615,120 円

21,432,498 円

17,647,186 円

△136 人

△462,366 円

△33件

△88,560 円

△601 人

△725,550 円

△832,176 円

△2,149,215 円

△1,879,823 円

25,204 円

△7,451,983 円

△4,015,174 円

△1,073,815 円

87.2%

88.8%

75.6%

75.1%

98.7%

94.6%

77.3%

83.4%

78.5%

100.5%

86.8%

81.3%

93.9%

※

事
業
の
概
況

　
平
成
29
年
度
は
、
東
段
地
区
（
福
島
蚕
糸
跡
地
）
公
社
所
有
地
の
処

分
を
行
っ
た
。
ま
た
、
公
共
用
地
等
の
取
得
、
造
成
、
管
理
、
処
分
等

に
附
帯
す
る
業
務
と
し
て
、
保
有
地
の
貸
付
事
業
を
行
っ
た
。
な
お
、

平
成
19
年
度
に
お
い
て
、
工
業
団
地
売
却
に
よ
り
損
失
が
生
じ
た
が
、

町
か
ら
の
補
填
に
よ
り
借
入
金
の
返
済
を
実
施
し
て
い
る
。

項　　目 平成29年度 平成28年度 増減額 増減率

1

2

3

4

5

6

事業収益
⑴公有地取得事業収益
事業原価

販売費及び一般管理費

事業外収益
⑴受取利息
⑵雑収益
事業外費用
⑴支払利息

特別損失
当期純利益

事業総利益

事業損益

経常利益

当期利益

60,675,900
58,784,607
1,891,293
14,873

1,876,420
2,236,877

1,156
2,235,721

2,427,693
1,685,604

0
1,685,604
1,685,604

14,779,696
14,779,696

0
15,559
△15,559
3,430,245

2,808
3,427,437

3,179,000
235,686

0
235,686
235,686

45,896,204
44,004,911
1,891,293

△686
1,891,979
△1,193,368

△1,652
△1,191,716

△751,307
1,449,918

0
1,449,918
1,449,918

310.5%
297.7%

－
△4.4%

－
△34.7%
△58.8%
△34.8%

△23.6%
615.2%
0.0%

615.2%
615.2%

損益計算書決算書 単位：円

事業収益
事業外収益
特別利益

収入合計

0
0
0

0

0
3,153

0

3,153

0
△3,153

0

△3,153

0
26
0
0
0
26

●●●

0
31

2,669
0
0

2,700
●●●

0
△5

△2,669
0
0

△2,674
●●●

単位：円予　　 算　　 書
収　　入

（収益的収入支出差引額）

平成30年度 平成29年度 増減額
事業原価
販売費･一般管理費
事業外費用
特別損失
予備費
支出合計

支　　出
平成30年度 平成29年度 増減額

質 

疑
半
　
澤
　
　
　
高
　
議
員

質 

疑

斎
藤
　
謙
議
員

原
　
　
　
賢
　
志
　
議
員

斎
　
藤
　
　
　
謙
　
議
員

羽
根
田
　
八
千
代
　
議
員

川
　
名
　
静
　
子
　
議
員

議会基本条例に基づく

４/２７議会報告会・意見交換会開催
町民の皆様と

　議会基本条例に基づき、当初予算、決算認定を審議する定例会終了後に開催します。ま
た、意見交換は多くの皆様から意見をいただき、これからの議会・議員活動の中で調査し活
かしていきます。
　会場で頂いたご意見を要約し掲載します。

・
二
元
代
表
制
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
、
さ
ら
に
町
長
と
議
長
と

の
関
係
に
つ
い
て
。

・
議
員
定
数
12
名
に
対
し
現
在
１
名
減
だ
が
支
障
は
な
い
も
の
か
。

・
介
護
保
険
の
改
正
に
よ
り
、
地
域
包
括
支
援
シ
ス
テ
ム
を
ど
の
よ
う

に
チ
ェ
ッ
ク
し
推
進
す
る
の
か
。

・
４
月
に
改
正
さ
れ
た
介
護
保
険
を
議
会
と
し
て
ど
の
よ
う
な
視
点
で

チ
ェ
ッ
ク
し
、
地
域
包
括
シ
ス
テ
ム
を
ど
う
推
進
し
て
い
く
の
か
。

・
現
在
の
イ
ノ
シ
シ
侵
入
防
止
柵
周
辺
の
除
草
は
丸
投
げ
だ
。
無
責
任

だ
。
今
後
緩
衝
帯
を
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

・
設
置
時
は
１
枚
100
円
、
維
持
管
理
費
も
100
円
以
上
は
欲
し
い
。
議
会

か
ら
町
へ
要
請
し
て
ほ
し
い
。

・
お
酒
の
試
飲
会
に
文
化
財
が
使
わ
れ
た
。「
審
議
会
の
中
で
Ｏ
Ｋ
の

決
定
が
」。
こ
れ
を
議
会
側
が
知
ら
な
い
な
ら
議
会
軽
視
。
こ
れ
か

ら
の
様
々
な
行
事
を
、
文
化
財
を
会
場
に
行
っ
て
い
く
考
え
か
。

・
住
民
自
治
協
議
会
の
担
う
役
割
は
こ
れ
ま
で
の
や
り
方
で
は
だ
め
な

の
か
。
な
ぜ
そ
ん
な
方
向
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
町
は
何
を
求
め
て

い
る
の
か
、
現
状
は
精
一
杯
だ
。
考
え
て
モ
デ
ル
を
示
し
て
欲
し
い
。

・
町
の
答
弁
が
「
検
討
す
る
」「
改
善
す
る
」。
そ
の
後
が
わ
か
ら
な
い
。

・
始
め
て
の
質
問
か
、
再
度
、
継
続
し
た
質
問
か
分
か
る
と
良
い
。

・「
21
世
紀
の
追
分
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
特
別
委
員
会
と
し
て
調
査

後
に
ど
う
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
ど
こ
ま
で
踏
み
込
め

る
の
か
。
伊
達
市
と
の
関
り
は
ど
う
す
る
。

・
過
去
に
採
択
さ
れ
た
請
願
・
陳
情
が
あ
る
が
、
何
年
た
っ
て
も
着
手

さ
れ
な
い
。
議
会
の
取
り
組
み
は
。

・
町
内
会
か
ら
出
さ
れ
た
「
ス
ー
パ
ー
　
や
な
み
」の
要
望
へ
も
力
添

え
を
願
う
。

・
町
営
住
宅
の
水
洗
化
が
進
歩
し
て
い
な
い
。
町
内
の
方
も
「
ど
う
せ

ダ
メ
、
ム
リ
」と
い
う
意
見
だ
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

・
多
面
的
機
能
の
事
務
を
西
根
堰
へ
委
託
す
る
こ
と
な
の
か
。

・
事
務
処
理
、
申
請
関
係
も
全
部
西
根
堰
に
任
せ
る
と
い
う
こ
と
か
。

・
交
付
金
関
係
の
支
払
い
に
つ
い
て
。

・
来
年
か
ら
活
動
記
録
も
西
根
堰
に
い
く
。

・
庁
舎
建
設
が
遅
れ
る
こ
と
は
あ
る
も
の
か
。
限
り
あ
る
財
源
が
そ
ち

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

53
名
中
19
名
提
出

・
開
催
日…

土
・
日
か
い
つ
で
も17

名

・
開
催
時
間
帯…

夜
間
　
　
　
14
名

・
報
告
説
明…

あ
る
程
度
理
解
で
き
た

　
16
名

・
意
見
交
換
の
テ
ー
マ…

自
由
に14

名

◎
議
会
で
取
り
上
げ
て
欲
し
い
事

・
イ
ノ
シ
シ
対
策
に
つ
い
て

・
情
報
の
開
示
が
遅
い
の
で
、
議
員

さ
ん
の
考
え
方
に
つ
い
て

・
議
員
の
資
質
の
問
題
に
つ
い
て

・
ふ
れ
あ
い
公
園
に
土
足
で
使
え
る

ト
イ
レ
は
、
ス
テ
ー
ジ
を
造
る
時

に
用
意
で
き
な
か
っ
た
の
か

・
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

・
町
本
来
の
財
政
規
模
に
つ
い
て

ま
た
、「
安
全
に
帰
路
に
つ
く
た
め
、

終
了
時
間
を
守
っ
て
は
」の
ご
意
見

も
い
た
だ
き
、
以
後
終
了
時
間
を

守
っ
て
い
き
ま
す
。

次
回
は
10
月
頃
各
地
区
で
開
催
予
定

ら
の
方
へ
行
く
と
思
う
の
で
。

・
駅
前
駐
車
場
に
は
夜
間
で
も
他
県
ナ
ン
バ
ー
の
駐
車
が
あ
り
、
早
朝
で
も
利

用
で
き
な
い
こ
と
に
対
し
て
調
査
・
検
討
さ
れ
た
の
か
。
ま
た
そ
の
調
査
の

結
果
は
い
つ
頃
か
。

・
臨
時
災
害
Ｆ
Ｍ
を
プ
ロ
の
放
送
局
と
提
携
す
る
方
法
も
あ
る
と
思
う
。

・
農
業
振
興
活
動
拠
点
へ
の
補
正
予
算
は
た
り
な
い
と
言
え
ば
出
す
よ
う
な

チ
ェ
ッ
ク
機
能
な
の
か
。
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香川県

上勝町

馬路村

神山町

議会研 修報告

品
事
業
の
主
体
は
村
商
工
会
。

（
羽
根
田
八
千
代
）究
極
の
こ
だ
わ
り

と
粘
り
強
さ
で
地
場
産
品
の
６
次
化

や
ダ
イ
レ
ク
ト
受
注
・
発
送
は【
献

上
桃
の
郷
】に
置
き
換
え
て
み
る
価

値
は
充
分
に
あ
る
。

（
片
平
秀
雄
）見
か
け
の
悪
い
ゆ
ず
は

６
次
化
へ
、
全
国
で
地
道
な
直
販
活

動
。
商
品
開
発
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
全

て
自
作
、
年
商
29
億
売
上
小
さ
な
村

で
大
き
な
仕
事
を
し
て
い
る
共
同
体

の
存
在
に
学
ぶ
も
の
が
あ
っ
た
。

（
渡
邉
英
直
）異
常
寒
波
で
み
か
ん
生

産
が
大
打
撃
。「
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン

ス
に
」の
発
想
の
転
換
に
よ
り
農
業

の
変
化
を
図
る
。
自
然
豊
か
な
地
だ

か
ら
で
き
る
葉
っ
ぱ（
料
理
の
つ
ま

も
の
）の
商
品
販
売
で
日
本
一
の
地

場
商
品
と
し
て
育
て
る
取
り
組
み
。

（
岩
﨑
久
雄
）出
荷
業
務
効
率
化
の
た

め
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
使
っ
た
新
シ

ス
テ
ム
を
稼
働
し
、
I
T
を
活
用

し
業
務
展
開
を
図
る
点
を
注
視
す
べ

き
。「
意
識
が
変
わ
る
と
身
近
な
資

源
に
気
づ
く
」こ
と
だ
。

（
佐
藤
武
朗
）Ｉ
Ｑ
運
動
会
の
活
動
と

し
て
は
、
各
地
区
が
住
民
に
よ
る
課

題
解
決
の
競
争
を
実
施
し
て
お
り
、

若
い
世
代
が
定
住
で
き
る
地
域
社
会

を
自
ら
考
え
実
行
。

（
斎
藤
　
謙
）行
政
主
導
で
は
他
力
本

願
的
と
な
る
可
能
性
が
高
く
、
あ
く

ま
で
も
住
民
主
導
で
、
や
る
気
が
大

切
。
補
助
金
頼
み
で
は
、
継
続
性
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く

見
受
け
ら
れ
る
。

（
佐
藤
榮
三
）求
め
る
職
種
を
定
め
て

移
住
者
、
定
住
者
を
募
集
す
る
。

（
川
名
静
子
）「
ご
み
ゼ
ロ
宣
言
」へ
挑

戦
。
ご
み
収
集
車
が
な
い
。
45
分
別

で
再
資
源
化
率
が
75
％
以
上
。
集
落

単
位
で
収
集
場
所
を
設
け
、
住
民
の

自
発
的
な
活
動
が
町
を
支
え
る
。
自

ず
と
高
齢
者
へ
の
手
助
け
配
慮
も
。

本
気
で「
ご
み
問
題
」に
取
り
組
む
べ

き
。

（
原
　
賢
志
）先
駆
的
な
取
り
組
み
に

よ
る
市
場
確
保
の
成
功
事
例
で
あ
る
。

民
間
主
導
に
よ
る
取
り
組
み
は
参
考

と
な
っ
た
。

（
半
澤
　
高
）高
齢
の
女
性
が
タ
ブ

レ
ッ
ト
等
を
駆
使
し
販
売
に
つ
な
げ
、

一
人
一
人
が
最
も
得
意
と
す
る
品
目

を
最
大
限
に
発
揮
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
主
役
意
識
を
高
め
て
い
る
点
に
注

目
し
た
。

（
羽
根
田
八
千
代
）知
識
や
経
験
は
地

域
資
源
だ
と
い
う
視
点
は
、
能
動
的

で
誰
で
も
主
役
　
生
き
が
い
づ
く
り

と
な
る
。
ご
み
の
45
分
別
は
本
町
の

今
後
の
課
題
だ
。

（
片
平
秀
雄
）Ｉ
Ｑ
運
動（
全
町
民
が

一
休
さ
ん
の
様
に
知
恵
を
出
す
）で

町
を
創
る
意
識
が
高
く
葉
っ
ぱ
ビ
ジ

ネ
ス
で
活
気
が
あ
っ
た
。

な
村
を
守
る
決
意
が
す
ご
い
。

（
佐
藤
武
朗
）観
光
で
年
間
約
５
５
，

０
０
０
人
、
村
を
応
援
し
、
村
で
生

産
さ
れ
た
商
品
を
買
っ
て
い
た
だ
け

る
方
が
年
間
約
６
１
，
０
０
０
人
、

村
づ
く
り
特
別
村
民
制
度
が「
ゆ
ず

の
加
工
品
」事
業
を
含
め
相
乗
効
果

を
生
ん
で
い
る
。

（
斎
藤
　
謙
）当
町
に
お
い
て
も
、
桃

の
６
次
化
へ
の
取
組
み
を
し
て
い
る

が
、
一
時
的（
季
節
）な
も
の
か
ら
、

年
中
販
売
で
き
る
品
目
づ
く
り
に
、

早
期
開
発
が
望
ま
れ
る
。

（
佐
藤
榮
三
）ゆ
ず
の
加
工
工
場（
搾

汁
後
冷
凍
貯
蔵
、
通
年
製
品
製
造
販

売
）ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
る
村
お
こ
し
。

（
原
　
賢
志
）地
域
資
源
の
強
化
と
資

源
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
積
極
的
に
展
開

す
る
こ
と
に
よ
る
町
づ
く
り
の
可
能

性
を
感
じ
た
。

（
川
名
静
子
）不
便
を
最
大
に
生
か
す
。

６
次
産
業
を
村
内
で
。
雇
用
が
発
生

農
家
の
収
入
増
に
繋
が
る
、
仕
掛
け

人
が
凄
い
。

（
半
澤
　
高
）商
品
開
発
や
販
路
拡
大

を
担
っ
て
い
る
の
は
地
元
農
協
で
あ

り
、
新
商
品
の
今
後
の
売
れ
行
き
に

注
目
し
た
い
。
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼

（
斎
藤
　
謙
）当
町
も「
歴
史
と
文
化

の
町
」を
標
榜
し
て
い
る
が
、
こ
れ

ら
を
い
か
に
具
現
化
し
て
い
け
る
か

環
境
整
備
や
住
民
主
体
と
な
っ
た
取

組
み
が
課
題
で
あ
る
よ
う
に
思
料
さ

れ
た
。

（
佐
藤
榮
三
）民
間
主
導
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
立
ち
上
げ
、
ア
イ
デ
ア
キ
ラ
ー

（
過
去
の
失
敗
を
持
ち
出
し
て
反
対

す
る
）の
出
現
に
負
け
な
い
グ
リ
ー

ン
バ
レ
ー
の
活
躍
に
よ
る
町
お
こ
し

の
実
態
を
、
町
の
皆
様
に
も
直
接
話

を
聞
い
て
参
考
に
し
て
頂
け
た
ら
と

思
っ
た
。

（
川
名
静
子
）「
民
で
で
き
る
こ
と
は

民
に
任
せ
、
行
政
は
ブ
レ
ー
キ
を
か

け
な
い
」発
想
を
変
え
た
ビ
ジ
ネ
ス

展
開
が
成
功
に
。
本
町
の
空
き
店
舗

対
策
に
ぜ
ひ
必
要
だ
逆
指
名
方
法
。

限
定
で
募
集
。

（
原
　
賢
志
）「
可
能
性
が
感
じ
ら
れ

る
状
況
」と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な

の
か
を
明
確
に
し
、
地
域
住
民
と
行

政
が
一
体
と
な
っ
て
必
要
な
施
策
を

展
開
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
感

じ
た
。

（
半
澤
　
高
）ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
お
り
、
ど
ん
な

人
に
移
住
し
て
も
ら
い
た
い
か
職
種

を
特
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
町
の
デ

ザ
イ
ン
を
可
能
と
し
て
い
る
点
に
興

味
を
も
っ
た
。

（
羽
根
田
八
千
代
）Ｊ
ｕ
ｓ
ｔ
Ｄ
ｏ
Ｉ

ｔ（
出
来
な
い
理
由
よ
り
で
き
る
方

法
を
・・・
行
動
あ
る
の
み
！
）、【
す

き
】な
故
郷
を【
す
て
き
】に
す
る
に

は【
て
】を
加
え
ろ
！
最
後
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
心
に
残
る
。
ま
た
、【
お

家
長
生
き
宣
言
】こ
の
感
覚
で
空
き

家
対
策
を
。

（
片
平
秀
雄
）町
活
性
化
は
創
造
性
の

持
っ
た
人
達
が
結
果
を
出
す
。
行
政

に
頼
ら
な
い
事
。「
ア
イ
デ
ア
キ
ラ
ー

（
経
験
論
で
否
定
）」の
存
在
が
活
性

化
を
止
め
る
事
な
ど
勉
強
に
な
っ
た

が
再
度
研
修
を
受
け
た
い
。

（
渡
邉
英
直
）人
口
約
８
百
人
の
村
。

農
協
が
付
加
価
値
を
付
け
た
商
品
を

生
産
販
売
を
し
、
日
本
一
の
ゆ
ず
の

６
次
化
商
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
成
功

し
た
。

（
岩
﨑
久
雄
）直
販
方
式
と
加
工
品
販

売
で
、
年
間
売
上
約
29
億
円
。
小
さ

（
次
ペ
ー
ジ
へ
つ
づ
く
）

（
渡
邉
英
直
）過
疎
の
内
容
を
変
え
る

た
め
、
外
部
か
ら
若
者
や
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
な
人
材
を
誘
致
し
、
健
全
な

人
口
構
成
の
持
続
可
能
な
地
域
を
目

ざ
す
。

（
岩
﨑
久
雄
）過
疎
化
の
現
状
を
受
け

入
れ
、
内
容
を
変
え
る
。
外
部
か
ら

若
者
や
創
造
力
の
豊
か
な
人
材
を
確

保
す
る
こ
と
で
、
人
口
構
成
の
健
全

化
を
図
り
、
持
続
可
能
な
地
域
を
目

指
す
点
、
ま
た
地
域
経
済
の
循
環
に

よ
る
自
律
的
発
展
を
図
る
点
を
評
価
。

参
考
に
な
っ
た
。

（
佐
藤
武
朗
）移
住
促
進
が
町
の
将
来

に
と
っ
て
、
必
要
と
思
わ
れ
る
方
を

「
働
き
手
」「
起
業
家
」を
逆
指
名
で
募

集
、「
空
き
家
」の
活
用
に
は
感
銘
を

受
け
た
。
本
町
に
も
参
考
に
な
る
。

徳
島
県
神
山
町

高
知
県
馬
路
村

徳
島
県
上
勝
町

　
現
在
本
町
に
と
っ
て
、
農
業
振
興
策（
６
次
化
へ
の
取
組
み
等
）、
移
住
定
住
策
、
こ
れ
ら
を
活
用
し
た

ま
ち
づ
く
り
等
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。
30
年
度
議
会
研
修
は
こ
の
課
題
に
焦
点
を
当
て
、
生
き
残
り
を

か
け
た
３
町
村
を
視
察
研
修
先
に
選
ん
だ
。

　
各
議
員
の
感
想
を
掲
載
し
ま
す
。
紙
面
の
関
係
で
３
ヶ
所
２
０
０
字
と
制
限
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
齋
藤
松
夫
議
員
は
体
調
不
良
の
た
め
欠
席
で
し
た
。

〜
産
官
学
民
の
協
動
に
よ
る
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
ま
ち
づ
く
り
〜

　
創
造
的
過
疎
に
つ
い
て「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー
」

・
町
を
一
躍
有
名
に
し
た「
葉
っ
ぱ

ビ
ジ
ネ
ス
」や
日
本
初
の
ゼ
ロ
・

ウ
ェ
イ
ス
ト
等
、
地
域
を
盛
り

上
げ
る
取
り
組
み

・
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
る
村
お
こ  

し
・
総
合
６
次
産
業
化
へ
の
取
組
み

６/27　～６/29水 金
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一　部　事　務　組　合　議　会　報　告
一部事務組合への平成 30年度負担金予算額と前年度対比表　単位：千円

区　　　分 内　訳 30年度予算額 29年度予算額 増減率 増減率

伊 達 地 方
衛 生 処 理 組 合

一般会計 6,578 6,481 97 1.5%
し尿処理 27,415 28,039 △ 624 △ 2.2%
ごみ処理 35,102 33,194 1,908 5.7%
計 69,095 67,714 1,381 2.0%

公立藤田病院組合
特別交付税 26,411 16,500 9,911 60.1%
一般会計 52,000 52,000 0 0.0%
計 78,411 68,500 9,911 14.5%

伊達地方消防組合 一般会計 203,440 196,030 7,410 3.8%
合　　　計 350,946 332,244 18,702 5.6%

【公立藤田病院組合】　選出議員　佐藤武朗・齋藤松夫・原　賢志・羽根田八千代
　去る３月 28 日平成 30 年度第 1 回定例会が開催され、補正予算、当初予算が提出され全て原案通り可決さ
れました。主な概要は次の通りです。

【伊達地方衛生処理組合】　選出議員　岩﨑久雄・佐藤榮三
　去る３月 28 日平成 30 年度第 1 回定例会が開催され、条例改正 1 件、補正予算３件、当初予算３件が提出され、
全て原案通り可決されました。主な概要は次の通りです。

「一般会計」　歳入歳出予算総額は、57,300 千円（前年度比 800 千円、1.4% 増）です。主な内訳は、歳入
で組合分賦金が 56,752 千円（前年度比 1,000 千円、1.7% 増）、歳出で総務費が 56,164 千円（前
年度比 864 千円、1.5% 増）です。

「し尿処理」　歳入歳出予算総額は、374,900 千円（前年度比 16,500 千円、4.6% 増）です。主な内訳は、
歳入で分賦金が 311,328 千円（前年度比 2,584 千円、0.8% 減）、歳出で衛生費が 197,722 千円（前
年度比 16,633 千円、9.1% 増）です。

「ごみ処理」　歳入歳出予算総額は、4,215,300 千円（前年度比 22,300 千円、0.5% 増）です。主な内訳は、
歳入で県支出金が 3,221,159 千円（前年度比 277,937 千円、7.9% 減）、歳出で災害復旧費が
3,669,968 千円（前年度比 23,798 千円、0.6% 増）です。

「業務量」
30年度 前年度 増減

病床数 311床 311 床 0
一　般 299床 299 床 0
結　核 12床 12床 0

年
間
患
者
数

入　院 89,425 人 91,615 人 △ 2,190 人
一　般 87,600 人 90,520 人 △ 2,920 人
結　核 1,825 人 1,095 人 730 人
外　来 150,660 人 159,900 人 △ 9,240 人

一
日
平
均
患
者
数

入　院 245人 251 人 △ 6人
一　般 240人 248 人 △ 8人
結　核 5人 3人 2人
外　来 620人 650 人 △ 30人

「収益的収支」
収益的収支予算総額は 6,210,895 千円で収支均衡予
算。主な収入内訳は、医業収益 5,729,948 千円、前
年度比 32,309 千円 0.6％増、医業外収益 480,947 千円、
前年度比 42,582 千円、8.9％増となる。主な支出内
訳は、医業費用 6,096,762 千円、前年度比 78,085 千
円、1.3％増、医業外支出 109,937 千円、前年度比 2,587
千円、2.4％減となる。
「資本的収支」
資本的収支予算総額は、収入 331,841 千円、前年
度比 167,648 千円増、支出 678,893 千円、前年度比
173,710 千円増となる。

【収益的収入及び支出】� 単位：千円

収　　　　　入 支　　　　　出
区　　　分 30年度予算 前年度 増減額 増減率 区　　　分 30年度予算 前年度 増減額 増減率
医 業 収 入 5,729,948 5,697,639 32,309 0.6% 医 業 費 用 6,096,762 6,018,677 78,085 1.3%
医業外収入 480,947 438,365 42,582 9.7% 医業外費用 109,937 112,524 △ 2,587 △ 2.3%

病院組合費 2,768 2,768 0 0.0%
予　備　費 1,428 2,035 △ 607 △ 29.8%

病院事業収益計 6,210,895 6,136,004 74,891 1.2% 病院事業費用計 6,210,895 6,136,004 74,891 1.2%
【資本的収入及び支出】� 単位：千円

収　　　　　入 支　　　　　出
区　　　分 30年度予算 前年度 増減額 増減率 区　　　分 30年度予算 前年度 増減額 増減率
出　資　金 131,840 164,192 △ 32,352 △ 19.7% 建設改良費 350,001 180,000 170,001 94.4%
国（県）補助金 1 1 0 0.0% 企業債償還金 328,892 325,183 3,709 1.1%
企　業　債 200,000 0 200,000 ―
資本的収入計 331,841 164,193 167,648 102.1% 資本的支出計 678,893 505,183 173,710 34.4%
資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額 347,052 千円は､ 過年度分損益勘定留保資金で補てんする｡

【一般会計】� 単位：千円

歳　　　　　入 歳　　　　　出
区　分 30年度予算 前年度 増減額 増減率 区　分 30年度予算 前年度 増減額 増減率
分賦金 56,752 55,752 1,000 1.7% 議会費 936 1,000 △ 64 △ 6.4%
財産収入 1 1 0 0.0% 総務費 56,164 55,300 864 1.5%
繰入金 300 300 0 0.0% 予備費 200 200 0 0.0%
繰越金 200 400 △ 200 △ 50.0%
諸収入 47 47 0 0.0%
合　計 57,300 56,500 800 1.4% 合　計 57,300 56,500 800 1.4%

【し尿処理事業特別会計】� 単位：千円

歳　　　　　入 歳　　　　　出
区　分 30年度予算 前年度 増減額 増減率 区　分 30年度予算 前年度 増減額 増減率

分　賦　金 311,328 313,912 △ 2,584 △ 0.8% 衛生費 197,722 181,089 16,633 9.1%
使用料・手数料 83 4 79 1,975% 基金費 38,025 38,159 △ 134 △ 0.3%
財 産 収 入 13 14 △ 1 △ 7.1% 公債費 138,653 138,652 1 0.0%
繰　入　金 62,127 43,121 19,006 44.0% 予備費 500 500 0 0.0%
繰　越　金 500 500 0 0.0%
諸　収　入 849 849 0 0.0%
合　計 374,900 358,400 16,500 4.6% 合　計 374,900 358,400 16,500 4.6%

【ごみ処理事業特別会計】� 単位：千円

歳　　　　　入 歳　　　　　出
区　分 30年度予算 前年度 増減額 増減率 区　分 30年度予算 前年度 増減額 増減率

分　賦　金 315,572 316,817 △ 1,245 △ 0.3% 衛生費 485,616 482,025 3,591 0.7%
使用料・手数料 140,699 135,409 5,290 3.9% 災害復旧費 3,669,968 3,646,170 23,798 0.6%
国庫支出金 4,103 4,484 △ 381 △ 8.4% 基金費 3,280 8,368 △ 5,088 △ 60.8%
県 支 出 金 3,221,159 3,499,096 △ 277,937 △ 7.9% 公債費 53,436 53,437 △ 1 0.0%
財 産 収 入 53,665 49,155 4,510 9.1% 予備費 3,000 3,000 0 0.0%
繰　入　金 55,232 33,000 22,232 67.3%
繰　越　金 3,000 3,000 0 0.0%
諸　収　入 421,870 152,039 269,831 177.4%
合　計 4,215,300 4,193,000 22,300 0.5% 合　計 4,215,300 4,193,000 22,300 0.5%

◆一部事務組合とは 行政の能率化、効率化を図るため、特定の事務を関係市町村で共同処理する
方式です。
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【伊達地方消防組合】　選出議員　渡邉英直・川名静子
　去る３月 28 日平成 30 年度第 1 回定例会が開催され、条例改正２件、補正予算、当初予算が提出され、全
て原案通り可決されました。主な概要は次の通りです。

【水道用水供給企業団】　選出議員　片平秀雄
　去る２月 20 日平成 30 年２月定例会が開催され、条例制定３件、条例改正１件、補正予算、当初予算が提
出され、全て原案通り可決されました。主な概要は次の通りです。

単位：千円
歳　　　　　入 歳　　　　　出

区　分 30年度予算 前年度 増減額 増減率 区　分 30年度予算 前年度 増減額 増減率
分賦金・負担金 1,587,300 1,545,300 42,000 2.7% 議会費 1,233 1,226 7 0.5%
使用料・手数料 631 640 △ 9 △ 1.4% 総務費 80,225 68,899 11,326 16.4%
国庫支出金 1,455 0 1,455 ― 消防費 1,362,123 1,311,958 50,165 3.8%
県 支 出 金 1 0 1 ― 公債費 227,225 208,714 18,511 8.8%
財 産 収 入 31 29 2 6.8% 予備費 3,194 3,203 △ 9 △ 0.2%
寄　附　金 1 1 0 0.0%
繰　入　金 46,000 5,000 41,000 820.0%
繰　越　金 3,000 3,000 0 0.0%
諸　収　入 5,281 12,030 △ 6,749 △ 56.1%
組　合　債 30,300 28,000 2,300 8.2%
合　計 1,674,000 1,594,000 80,000 5.0% 合　計 1,674,000 1,594,000 80,000 5.0%

【収益的収入及び支出】� 単位：千円
収　　　　　入 支　　　　　出

区　　　分 30年度予算 前年度 増減額 増減率 区　　　分 30年度予算 前年度 増減額 増減率
営 業 収 益 3,497,716 3,474,887 22,829 0.6% 営 業 費 用 4,223,948 4,208,572 22,829 0.5%
医業外収入 1,080,920 1,051,345 29,575 2.8% 営業外費用 516,666 529,602 △ 12,936 △ 2.4%

予　備　費 100 100 0 0%
事業収益計 4,578,636 4,526,232 52,404 1.1% 事業費用計 4,740,714 4,738,274 52,404 1.1%

【資本的収入及び支出】� 単位：千円
収　　　　　入 支　　　　　出

区　　　分 30年度予算 前年度 増減額 増減率 区　　　分 30年度予算 前年度 増減額 増減率
負　担　金 7,662 0 7,662 ― 建設改良費 391,458 180,000 170,001 94.4%
国（県）補助金 1 1 0 0.0% 企業債償還金 1,728,048 325,183 3,709 1.1%
企　業　債 200,000 0 200,000 ― 予　備　費 100 100 0 0.0%
資本的収入計 331,841 164,193 167,648 102.1% 資本的支出計 2,119,606 2,556,698 △ 437,092 △ 17.0%

資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額 21億 1,194 万 4千円は､ 過年度分損益勘定留保資金 20億 5,850 万 9千円及び過年
度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額 5,343 万 5千円で補てんする｡

繰
越
明
許
費

款 事　業　名 金　　額 翌年度繰越金 完成予定日
02 総務費 町民研修センターボイラー更新事業 11,232,000 円 5,622,000 円 平成30年6月30日
02 総務費 新庁舎建設基本設計業務 13,500,000 円 8,100,000 円 平成30年5月31日
02 総務費 町道 4001 号 ( 道下 ) 線 測量設計業務 3,367,000 円 3,367,000 円 平成30年6月30日
05 農林水産業費 ふくしま森林再生事業 36,573,000 円 36,573,000 円 平成30年6月30日
07 土木費 町道 3100 号（下郡上代）線道路改良事業 4,351,000 円 2,500,000 円 平成30年12月28日
07 土木費 桑折町橋梁定期点検事業 45,000,000 円 30,415,000 円 平成30年12月28日

07 土木費
国庫納付事業（国の交付金の交付を受けて公園用地として取
得した旧福島蚕糸跡地の一部を道路用地の一部として目的外
使用することによる交付金等相当額の返金）

948,000 円 948,000 円 平成30年7月31日

合　　　計 114,971,000 円 87,525,000 円

事
故
繰
越
し

款 事　業　名 支出負担行為額 翌年度繰越金 完成予定日
06 商工費 桑折町商工会館建設事業補助金 15,000,000 円 600,000 円 平成30年7月31日

合　　　計 15,000,000 円 600,000 円

平成 29 年度一般会計繰越明許費・事故繰越し

意
見
書

　国際法史上初めて核兵器を違法なものとした核
兵器禁止条約が、2017 年 7 月 7 日の国連会議で
国連加盟国の約 3 分の 2 にあたる 122 カ国の賛成
で採択されました。
　核兵器禁止条約は第 1 条において、核兵器の「開
発、実験、生産、製造」及び「保有、貯蔵」、さ
らにその「使用」と「使用の威嚇」を禁止し、条
約締約国に対し「自国の領域または自国の管轄も
しくは管理の下にあるいかなる場所においても、
核兵器または核爆発装置を配置し、設置し、また
は配備すること」を禁止しています。9 月 20 日
にはニューヨークの国連本部で署名式典が開か
れ、賛同する国々による署名と批准の手続きが始
まりました。
　この歴史的な核兵器禁止条約採択への貢献が評
価され、12 月 10 日には 2017 年のノーベル平和
賞が国際ＮＧＯ「核兵器廃絶国際キャンペーン」
( ＩＣＡＮ ) に授与されました。
　平和首長会議は 2017 年 8 月の第 9 回総会で、「人
類の悲願である核兵器廃絶への大きな一歩となる

『核兵器禁止条約』の採択を心から歓迎する」「核
兵器保有国を含む全ての国に対し、条約への加盟
を要請し、条約の 1 日も早い発効を求める」とす
る「核兵器禁止条約の早期発効を求める特別決議」
を可決しました。
　核兵器のない世界を望む国内外の広範な世論に
応えて、唯一の戦争被爆国である日本は率先して
取り組むべきです。
　よって、次のことを強く要望します。

１、日本政府は、すみやかに核兵器禁止条約に署
名し批准すること。

　以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書
を提出する。

　平成 30 年 6 月 25 日

 福島県伊達郡桑折町議会　

　衆 議 院 議 長　大島　理森　殿
　参 議 院 議 長　伊達　忠一　殿
　内閣総理大臣　安倍　晋三　殿

　臓器移植の普及によって薬剤や機械では困難であった臓器の機能回復が可能となり、多くの患者
の命が救われている。
　一方、臓器移植ネットワークが構築されていない外国における移植は臓器売買等の懸念を生じさ
せ、人権上ゆゆしき問題となっている。
　そこで、国際移植学会は、平成20年5月に「各国は、自国民の移植ニーズに足る臓器を自国のドナー
によって確保する努力をすべきだ」とする主旨の「臓器取引と移植ツーリズムに関するイスタンブー
ル宣言」を行った。
　こうした動きが我が国における平成 22 年 7 月の臓器の移植に関する法律の改正につながり、本
人の意思が不明な場合であっても家族の承諾により臓器を提供することが可能となった。同法の改
正以後、脳死下での臓器提供者は年々増加しており、平成28年の臓器提供者数は64人となっている。
　しかし、平成 29 年 11 月 30 日時点における臓器移植希望者数が、心臓で 653 人、肺で 337 人、
肝臓で 336 人、腎臓で 12,546 人、膵臓で 213 人 ( 日本臓器移植ネットワーク ) となっているなど、
心停止後のものを含めても臓器提供数が必要数を大きく下回っており、その理由としてドナーや臓
器提供施設数が少ないことが指摘されている。よって、国においては、国民の臓器を提供する権利、
臓器を提供しない権利、移植を受ける権利及び移植を受けない権利を同等に尊重しつつ、臓器移植
を国民にとって安全で身近なものとして定着させるため、下記の事項に取り組むよう強く要望する。

記
１．国民が命の大切さを考える中で臓器移植にかかる意思表示について具体的に考え、家族などと

話し合う機会を増やすことができるよう臓器移植に係る更なる啓発に努めること。
２．臓器提供施設における院内体制の整備を図るため、マニュアルの整備、研修会の開催など個々

の施設の事情に応じたきめ細かい支援を行うこと。
３．臓器移植についての説明から臓器提供後のアフターケアまで、ドナーの家族に対してきめ細か

な対応が可能となるよう移植コーディネーターの確保を支援すること。
４．臓器摘出手術から移送までを担う臓器移植施設の担当医について負担軽減対策を講ずること。
５．国民が臓器移植ネットワークの構築されていない国において臓器移植を受けることのないよう

必要な対策を講ずること。
①ブローカーの厳罰化
②医師に対する、患者への渡航移植の危険性の告知義務
③医師が臓器移植を受けた患者であることを覚知した際、厚生労働省への告知義務
④違法と知らないで臓器移植を受けてしまった、善意のレシピエントヘの精心面でのケアこれら

は、有効な対策であると思われる。

　以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書を提出する。

　平成 30 年 6 月 25 日

 福島県伊達郡桑折町議会　

　衆 議 院 議 長　大島　理森　殿
　参 議 院 議 長　伊達　忠一　殿
　内閣総理大臣　安倍　晋三　殿
　厚生労働大臣　加藤　勝信　殿

核兵器禁止条約の日本政府の署名と批准を求める意見書臓器移植の環境整備を求める意見書

医療給付費分 前年度対比 後期高齢者医療支援金分 前年度対比 介護納付金分 前年度対比

あ
　ん
　分
　率

軽
　減
　額

7
割
軽
減

5
割
軽
減

2
割
軽
減

所　　得　　割 6.90％
10.90％
22,600円
17,200円
8,600円
12,900円
15,820円
12,040円
6,020円
9,030円
11,300円
8,600円
4,300円
6,450円
4，520円
3，440円
1，720円
2，580円

3.00％
4.70％
9,300円
7,500円
3,750円
5,625円
6,510円
5,250円
2,625円
3,938円
4,650円
3,750円
1,875円
2,813円
1,860円
1,500円
750円
1,125円

0.45％
△7.9％
△500円
△2,300円
△1,150円
△1,725円
△350円
△1,610円
△805円
△1,208円
△250円
△1,150円
△575円
△863円
△100円
△460円
△230円
△345円

0.94％
△1.35％
1,800円
1,200円
600円
900円
1,260円
840円
420円
630円
900円
600円
300円
450円
360円
240円
120円
180円

2.85％
6.30％

10,700円

7，490円

5，350円

2，140円

0.6％
△3.39％
1，000円

700円

500円

200円

5，700円

3，990円

2，850円

1，140円

400円

280円

200円

80円

資　　産　　割
均等割（被保険者１人あたり）

平等割
（１世帯あたり） （１世帯あたり）（特定世帯）
（特定継続世帯）

均等割（被保険者１人あたり）

平等割
（１世帯あたり） （１世帯あたり）（特定世帯）
（特定継続世帯）

均等割（被保険者１人あたり）

平等割
（１世帯あたり） （１世帯あたり）（特定世帯）
（特定継続世帯）

均等割（被保険者１人あたり）

平等割
（１世帯あたり） （１世帯あたり）（特定世帯）
（特定継続世帯）

平成30年度  国民健康保険税のあん分率表

◆繰越明許とは

◆事故繰越しとは

歳出予算の経費のうち、その性質上又は予算成立後の事由に基づき年度内にその支
出を終わらない見込みのあるものについては、予め議会の議決を経て、翌年度に繰
り越して使用できる制度。

予め翌年度に繰り越して使用することが予想される性質のものではなく、当初にお
いてはその年度内に使用し終わる計画で契約を行ったが、予算執行の過程において、
避け難い事故のためにその年度内に使用を終わらない状況となることが考えられる
ため、翌年度にその経費の金額を繰り越して使用できる制度。

P.3
の
請
願・陳
情
審
査
に
対
す
る
意
見
書
で
す

21―議会だより 20議会だより―



議 案 審 議 結 果 表
○全会一致で可決の議案
第２回定例会

議　　　案　　　名 討論者 議　　　案　　　名 討論者
議 案
第 3 4 号

桑折町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び
費用弁償に関する条例の一部を改正する条例

議 案
第 4 5 号

平成30年度桑折町一般会計補正予算（第１
号）

齋藤松夫

議 案
第 3 5 号

桑折町税条例等の一部を改正する条例 議 案
第 4 6 号

平成30年度桑折町国民健康保険特別会計（事
業勘定）補正予算（第１号）

議 案
第 3 6 号

東日本大震災による被災者に対する町民税、固
定資産税及び国民健康保険税の減免に関する条
例の一部を改正する条例

議 案
第 4 7 号

平成30年度桑折町介護保険特別会計(保険事業
勘定）補正予算（第１号）

議 案
第 3 7 号

桑折町国民健康保険税条例の一部を改正する条
例

議 案
第 4 8 号

平成30年度史跡桑折西山城跡整備工事（本丸
遺構・施設整備工事）請負契約について

議 案
第 3 8 号

桑折町放課後児童健全育成事業の設備及び運営
に関する基準を定める条例の一部を改正する条
例

報 告
第 1 号

平成29年度桑折町繰越明許費繰越計算書につ
いて

議 案
第 3 9 号

桑折町家庭的保育事業等の設備及び運営に関す
る基準を定める条例の一部を改正する条例

報 告
第 2 号

平成29年度桑折町事故繰越し繰越計算書につ
いて

議 案
第 4 0 号

桑折町国民健康保険条例の一部を改正する条例 報 告
第 3 号

町が出資金を出資している法人の経営状況等を
説明する資料の提出について
（平成29年度一般財団法人桑折町振興公社事
業報告等）

議 案
第 4 1 号

桑折町介護保険条例の一部を改正する条例 報 告
第 4 号

町が出資金を出資している法人の経営状況等を
説明する資料の提出について
（平成29年度福島地方土地開発公社桑折町事
務所事業報告等）

議 案
第 4 2 号

東日本大震災による被災者に対する介護保険料
の減免に関する条例の一部を改正する条例

同 意
第 2 号

桑折町固定資産評価員の選任について

議 案
第 4 3 号

桑折町指定地域密着型サービスの事業の人員、
設備及び運営に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例

発 委
第 5 号

桑折町議会政務活動費の交付に関する条例

議 案
第 4 4 号

桑折町指定地域密着型介護予防サービスの事業
の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介
護予防サービスに係る介護予防のための効果的
な支援の方法に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例

発 委
第 6 号

核兵器禁止条約の日本政府の署名と批准を求め
る意見書（案）

発 委
第 7 号

臓器移植の環境整備を求める意見書（案）

※「報告」は採決なし

議会活動状況報告　平成30年3月21日～平成30年6月25日

年 月 日 活　動　状　況 内　　　容 出　　席　　者

30 3 22 例月出納検査 定例検査 選 出 委 員

23 広報広聴常任委員会 議会だより春号の編集 選 出 委 員

26
～
27

木質バイオマス熱電併給事業先進事例視察 飛騨高山しぶきの湯・小型バイオマス発電所 議 長 外

28 伊達地方消防組合議会全員協議会 議事日程、議案内容等の説明 選 出 議 員

平成30年第１回伊達地方消防組合議会定例会 平成30年度伊達地方消防組合一般会計予算　外 選 出 議 員

伊達地方衛生処理組合議会全員協議会 議事日程、議案内容等の説明 選 出 議 員

平成30年第1回伊達地方衛生処理組合議会定例会 平成30年度伊達地方衛生処理組合一般会計予算　外 選 出 議 員

公立藤田病院組合議会全員協議会 議事日程、議案内容等の説明 選 出 議 員

平成30年第1回公立藤田病院組合議会定例会 平成30年度公立藤田病院組合病院事業会計予算　外 選 出 議 員

広報広聴常任委員会 議会だより春号の編集 選 出 委 員

29 広報広聴常任委員会 議会報告会について 選 出 委 員

第14回役場庁舎建設調査特別委員会 新庁舎基本設計たたき台（配置図・平面図）について 選 出 委 員

4 3 広報広聴常任委員会 議会だより春号の編集 選 出 委 員

4 議会全員協議会 「かわまちづくり計画」について　外 全 議 員

5 広報広聴常任委員会 議会だより春号の編集 選 出 委 員

6 議会運営委員会 「議会機能強化」の推進について 選 出 委 員

10 伊達郡町村議会議長会各町議会議長会議 第13回伊達郡町議会議員大会について　外 正 副 議 長

年 月 日 活　動　状　況 内　　　容 出　　席　　者

30 4 12 議会全員協議会 木質バイオマス熱電併給事業導入の検討状況について　外 全 議 員

19 第15回役場庁舎建設調査特別委員会 新庁舎基本設計について 選 出 委 員

第２回「21世紀の追分推進プロジェクト」調査特別委員会 「21世紀の追分推進プロジェクト」の取り組み経過と今後の進め方について 選 出 委 員

24 総務文教常任委員会 所管事務調査「移住・定住について」　外 選 出 委 員

議会全員協議会 財務諸表について 全 議 員

広報広聴常任委員会 議会報告会について　外 選 出 委 員

25 例月出納検査・現地監査 定例検査、平成29年度実施事業箇所現地確認 選 出 委 員

26 議会報告会 ３月定例会報告・町民との意見交換 全 議 員

5 1 議会運営委員会 「議会機能強化」の推進について 選 出 委 員

8
～
9
財政勉強会 町村財政分析基礎研修 議 長 外

9 福島県町村議会議長会理事・監事合同会議 優良町村議会並びに特別功労者及び自治功労者の決定について　外 議 長

10 議会運営委員会 「議会機能強化」の推進について 選 出 委 員

議会全員協議会 木質バイオマス熱電併給事業導入の検討状況について　外 全 議 員

15 総務文教常任委員会 所管事務調査「健全財政について」「移住・定住について」「再生可能エネルギーについて」 選 出 委 員

18 産業厚生常任委員会 所管事務調査「産業振興策について」「健康寿命延伸の取り組みについて」 選 出 委 員

21 伊達郡町村議会議長会各町議会議長会議 平成２９年度伊達郡町村議会議長会の歳入歳出決算について　外 正 副 議 長

22 広報広聴常任委員会 議会報告会総括について 選 出 委 員

平成30年５月福島地方水道用水供給企業団議会臨時会 福島地方水道用水供給企業団監査委員選任について 議 長

23 町村議会広報研修会 町村議会の広報委員研修会 議長、選出委員

24 議会全員協議会 中期財政計画について　外 全 議 員

政務調査会総会 平成29年度事業報告について　外 全 議 員

議会運営委員会 「議会機能強化」の推進について 選 出 委 員

平成30年第2回公立藤田病院組合議会臨時会 監査委員の選任につき同意を求めることについて 選 出 議 員

25 例月出納検査 定例検査 選 出 委 員

28 町村議会議長・副議長研修会 全国町村議会の議長・副議長研修会 正 副 議 長

29 伊達地方消防組合議会全員協議会 議事日程、議案内容等の説明 選 出 議 員

平成30年第１回伊達地方消防組合議会臨時会 監査委員の選任につき同意を求めることについて　外 選 出 議 員

伊達地方衛生処理組合議会全員協議会 議事日程、議案内容等の説明 選 出 議 員

平成30年第２回伊達地方衛生処理組合議会臨時会 専決処分の承認を求めることについて 選 出 議 員

30 総務文教常任委員会 所管事務調査「再生可能エネルギーについて」 選 出 委 員

6 4 福島県町村議会議長会　平成30年度（第１回）定期総会 優良町村議会・特別功労者・自治功労者表彰　外 議 長

5 第16回役場庁舎建設調査特別委員会 新庁舎基本設計について 選 出 委 員

議会全員協議会 「半田地区イノシシ対策懇談会」結果報告について　外 全 議 員

11 議会運営委員会 平成30年第２回定例会議事日程等について　外 選 出 委 員

12 総務文教常任委員会 所管事務調査「移住・定住について」　外 選 出 委 員

13 政務調査会 「BCP」についての勉強会 全 議 員

議会全員協議会 「桑折町議会政務活動費の交付に関する条例（案）」について　外 全 議 員

議会運営委員会 所掌事務調査報告について 選 出 委 員

19 議会全員協議会 ６月定例会（第１日）議事日程等、提案内容の説明 全 議 員

第２回定例会本会議 平成30年度一般会計補正予算、特別会計補正予算２件の説明　外 全 議 員

総務文教常任委員会 請願審査 選 出 委 員

産業厚生常任委員会 陳情審査 選 出 委 員

20 議会全員協議会 ６月定例会（第２日）議事日程等について 全 議 員

第２回定例会本会議 一般質問５名 全 議 員

21 議会全員協議会 ６月定例会（第３日）議事日程等について 全 議 員

第２回定例会本会議 ・一般質問５名　・報告４件　・同意１件 全 議 員

22 議会全員協議会 ６月定例会議会提出追加案件等について 全 議 員

産業厚生常任委員会 陳情審査 選 出 委 員

広報広聴常任委員会 議会モニター制度について 選 出 委 員

25 議会全員協議会 ６月定例会（第７日）議事日程等、追加議事日程、追加議案内容の説明 全 議 員

第２回定例会本会議
・条例制定１件、条例改正11件審議採決
・平成30年度一般会計補正予算、特別会計補正予算２件審議採決
・追加議案審議採決（契約１件、請願審査１件、陳情審査１件、意見書提出２件）

全 議 員

議会運営委員会 追加議案及び追加議事日程等について 選 出 委 員

広報広聴常任委員会 議会だより夏号の編集 選 出 委 員

23―議会だより 22議会だより―
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編　集　後　記

■広報広聴常任委員会
委 員 長　川　名　静　子　　委員　佐　藤　榮　三

副委員長　渡　邉　英　直　　委員　原　　　賢　志

　「献上桃」25年連続指定という偉業を成
し遂げた。「献上桃の郷」を守り続けてこ
られた関係各位のご努力に敬意を表すると
共に、更に本町の魅力が発信されることを
願うものです。
　「明日の桑折に架ける橋」も平成32年度
完成へ向け、着実に工事が進んでいる。こ
の環境の変化を最大限に活用し、更なる魅
力ある桑折町としていかなければと感じて
いる。
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